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鈴す
ず
き木　
琉る
い生 （

七
宝
中
学
校
3
年
）

原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
79
年
が
経
っ

た
今
、僕
は
初
め
て
広
島
の
地
を
訪
れ
ま

し
た
。
近
代
化
さ
れ
た
街
並
み
と
は
対
照

的
に
、資
料
館
で
見
た
被
爆
者
の
遺
品
や

惨
状
を
示
す
写
真
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
で

恐
ろ
し
く
、言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

ま
た
被
爆
者
の
高
齢
化
に
よ
り「
広
島

の
原
爆
」を
伝
え
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
世
界
で
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
。
戦
争
の
な
い
平
和

な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
、若
い
世
代
で

あ
る
僕
た
ち
が
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え

る
こ
と
。
そ
れ
が
大
切
な
使
命
だ
と
今
回

の
体
験
で
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

渡わ
た
な
べ邉　
修し
ゅ
う
た多（

七
宝
中
学
校
3
年
）

僕
は
被
爆
者
の
方
に
伝
え
て
い
た
だ
い
た
、

被
爆
に
よ
る
後
遺
症
の
悲
惨
な
症
状
に
胸

が
締
め
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
に
よ
る

と
後
遺
症
に
よ
っ
て
よ
く
微
熱
が
出
た
り
、

脈
が
遅
か
っ
た
り
な

ど
し
て
、何
十
年
も

日
常
生
活
に
苦
労

し
た
そ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
な
悲
惨
な

被
害
を
二
度
と
繰

り
返
さ
ぬ
よ
う
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
っ

て
い
く
私
た
ち
が
平
和
な
世
界
を
実
現
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
確
信
し
ま

し
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、ま
ず
は
多
く

の
人
へ
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

小お
が
わ川　
実み
の
り莉 （

七
宝
北
中
学
校
3
年
）

原
爆
が
落
ち
た
日
、広
島
の
空
は
赤
く

染
ま
り
、黒
い
雨
が
降
り
ま
し
た
。
こ
の

日
、十
四
万
人
が
亡
く
な
り
、そ
の
内
七
万

人
は
今
も
名
前
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
す
。

被
爆
に
よ
り
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、遊

び
た
く
て
も
遊
べ
な
い
人
が
い
ま
し
た
。
資

料
館
に
は
三
輪
車
や
袖
を
通
す
こ
と
が
一

度
も
な
か
っ
た
着
物
が
あ
り
ま
し
た
。
当

た
り
前
の
日
常
が
一
瞬
で
失
わ
れ
る
恐
怖

と
悲
し
さ
で
胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
私

は
こ
の
体
験
を
通
し
て
私
た
ち
若
い
世
代

が
原
爆
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、核
兵
器
廃

絶
を
訴
え
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

戸と
や谷　
桜お
う
だ
い大（

七
宝
北
中
学
校
3
年
）

原
爆
の
脅
威
は
、ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

僕
は
広
島
で
過
ご
し
た
二
日
間
で
改
め
て

そ
う
感
じ
ま
し
た
。

被
爆
者
の
方
か
ら
の
お
話
を
聞
き
、当

時
あ
っ
た
被
爆
者
の
人
た
ち
へ
の
差
別
や
、

原
爆
小
頭
症
と
い
う
胎
児
へ
の
被
害
も
深

刻
で
あ
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。

当
た
り
前
だ
と
思
い
、失
わ
れ
る
な
ど
思

っ
て
も
い
な
い
世
界
は
決
し
て
当
た
り
前
で

は
な
く
、そ
の
脅
威
は
刻
一
刻
と
迫
っ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

「
地
球
最
後
の
核
兵
器
が
解
体
さ
れ
た
」

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
実
現
さ
せ
る
義
務
が
、

僕
ら
若
い
世
代
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

小お
じ
か鹿　
日は
る
か楓 （

美
和
中
学
校
2
年
）

79
年
前
の
8
月
6
日
午
前
8
時
15
分
、

原
子
爆
弾
が
広
島
に
投
下
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
体
験
学
習
以

前
、
こ
の
一
文
は

た
だ
の
歴
史
の
一

部
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、

学
習
を
通
じ
て
目

に
し
た
写
真
や
遺

品
、そ
し
て
被
爆
者
の
魂
の
叫
び
が
心
に

深
く
刻
ま
れ
、今
で
は
そ
の
一
文
を
読
む
た

び
に
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い

が
し
ま
す
。
戦
争
の
残
酷
さ
を
伝
え
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
今
、私
た
ち
一
人

令和6年度あま市平和体験学習報告令和6年度あま市平和体験学習報告
終戦から79年の歳月が流れ、悲惨な戦争の記憶が次第に薄れつつあ

る現在、戦争の悲惨さや平和の尊さを学び次世代へ継承していくこと
を目的として、平和体験学習を行いました。

8月7日（水）・8日（木）の2日間、市内中学生の代表10人は、平和推進
事業の先進地である広島市を訪れ、広島平和記念資料館の見学、各中
学校の生徒が平和を祈念して折った千羽鶴の献納、被爆体験講話など
を通して戦争の悲惨さや平和の尊さを学びました。

貴重な体験をしてきた生徒の感想を紹介します。
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ひ
と
り
が
平
和
の
バ
ト
ン
を
次
の
世
代
に

繋
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

山や
ま
ぐ
ち口　
恋れ
の
ん音 （

美
和
中
学
校
2
年
）

私
は
平
和
体
験
学
習
を
通
し
て
、戦
争

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
し

か
聞
か
な
い「
戦

争
」と
い
う
言
葉

は
、
被
爆
者
の
方

の
話
・
資
料
館
の

見
学
で
想
像
す
る

こ
と
も
難
し
い
よ
う
な
信
じ
ら
れ
な
い
出

来
事
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、二
度

と
起
き
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
貴
重
な
機
会
で
学

ん
で
き
た
こ
と
を
、多
く
の
人
や
次
の
世
代

へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

伊い
と
う藤　
瑠る
か花 （

甚
目
寺
中
学
校
3
年
）

私
は
、今
回
の
平
和
体
験
学
習
で
当
時

三
歳
だ
っ
た
被
爆
者
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

破
壊
さ
れ
た
建
物
や
ひ
ど
い
け
が
を
知
り
、

原
子
爆
弾
の
威
力
を
痛
感
し
ま
し
た
。
原

子
爆
弾
が
、投
下
さ
れ
た
後
も
長
い
間
苦

し
み
続
け
、毎
日
必
死
に
生
活
し
て
い
た
姿

に
と
て
も
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

被
爆
者
の
方
の
幼
い
頃
の
記
憶
が
無
い

の
は
平
和
だ
っ
た
事
の
証
。
と
い
う
言
葉
に

自
分
の
幸
せ
さ
に
気
づ
き
、平
和
な
世
界

を
繋
ぐ
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

加か
と
う藤　
風ふ
う
海か
い（

甚
目
寺
中
学
校
3
年
）

平
和
体
験
学
習
を
す
る
前
で
は
、原
爆

に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
写
真
を
見
れ
ば
、あ
た
り
一
面
な
に

も
な
く
、ほ
と
ん
ど
の
人
が
焼
き
こ
げ
て
い

ま
し
た
。
他
に
も
遺
言
や
日
記
な
ど
を
見

て
い
る
と
、苦
し
い
中
み
ん
な
が
必
死
に
生

き
て
い
ま
し
た
。
被
爆
者
の
お
話
を
聞
い

て
も
、苦
し
い
中
で
も
必
死
に
生
き
て
、今

は
、楽
し
く
生
き
て
い
ま
し
た
。
前
向
き
に

生
き
る
の
は
大
切

と
思
う
の
と
こ
ん

な
こ
と
は
二
度
と

起
き
て
は
い
け
な

い
な
と
思
い
ま
し

た
。

大お
お
は
し橋　
慶け
い
じ
ろ
う
治
朗 （
甚
目
寺
南
中
学
校
3
年
）

僕
は
広
島
平
和
体
験
学
習
を
通
し
て
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、恐
ろ
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

被
爆
者
の
方
の
話
を
聞
い
て
、け
が
や
死
者

の
人
数
、当
時
の
広
島
の
様
子
が
想
像
で

き
、今
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
程
の

辛
さ
、怖
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

想
い
を
こ
れ
か
ら
は
誰
に
も
さ
せ
な
い
た
め

に
、戦
争
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、被
爆
者
の
苦
し

み
や
想
い
を
色
々
な
人
が
知
る
た
め
に
僕

た
ち
が
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

吉よ
し
か
わ川　
桜さ
わ羽（

甚
目
寺
南
中
学
校
3
年
）

今
、世
界
で
は
平
和
を
脅
か
す
戦
争
や

紛
争
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
よ
り
、

毎
日
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
そ
の
状
況
を
画
面
越
し
に
眺
め
て
い

る
だ
け
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
世
界
が
あ

と
一
歩
道
を
踏
み
外
せ
ば
私
た
ち
の
望
む

平
和
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、ま
る

で
他
人
事
の
よ
う
に
思
う
の
は
違
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
に
恒
久
の
平
和

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、日
本
国
民
の
一

人
と
し
て
何
か
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
広
島
で

感
じ
た
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

「平和の署名」を届けました「平和の署名」を届けました
「平和の署名」にご協力いただきありがとう

ございました。集まった813筆の署名は平和
体験学習で広島市を訪れた中学生により広島
平和記念資料館へ届けました。
問合先　人事秘書課　☎444・1713

FAX444・1351
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決算概要決算概要
決算における本市の状況をお知らせします。

歳入決算額　364億357万円 歳出決算額　353億6,228万円

家計簿に例えると…
市の一般会計決算額は、金額が非常に大きいため、各決算額を市の人口で割り、額を縮小して1か月

の家計簿に置き換えました。医療費（扶助費）や光熱水費・被服費（物件費）などが大きな割合を占めて
います。

〜1か月の収入〜
給料（基本給）

（市税）
13.0万円

給料（諸手当）
（地方交付税・地方譲与税・各種交付金）

10.0万円

不動産収入・貯金の利子など
（分担金及び負担金・使用料及び手数料・寄附金・財産収入・繰越金・諸収入）

3.5万円

貯金の引き出し
（繰入金）

2.5万円

実家からの援助
（国県支出金）

10.0万円

銀行からの借入れ
（市債）

2.1万円

合計　41.1万円

〜1か月の支出〜
食費

（人件費）
5.7万円

医療費
（扶助費）

10.9万円

ローン返済
（公債費）

2.3万円

家のリフォーム
（普通建設事業費）

3.5万円

光熱水費・被服費
（物件費）

6.4万円

子どもへの仕送り
（繰出金）

3.6万円

その他（町内会費など）
（補助費等・維持補修費・投資及び出資金、貸付金・積立金）

7.5万円

合計　39.9万円

差額の1.2万円は翌月へ繰越（=翌年度繰越金）

積立金
23億9,559万円

投資及び出資金、貸付金
8,800万円

維持補修費
1億7,426万円

補助費等
40億87万円

繰出金
31億8,199万円

物件費
56億3,791万円

普通建設事業費
31億3,096万円 公債費

20億3,032万円

扶助費
96億8,551万円

人件費
50億3,687万円

義務的経費
167億5,270万円

投資的経費
31億3,096万円

その他の経費
154億7,862万円

市債
18億4,004万円

各種交付金
26億2,487万円

地方交付税
59億9,382万円

国県支出金
88億3,744万円

繰入金
22億5,190万円

市税
115億5,299万円

自主財源
168億7,317万円依存財源

195億3,040万円

地方譲与税
2億3,423万円

その他の収入
25億6,490万円

寄附金
7,287万円

使用料及び手数料
2億7,902万円

分担金及び負担金
1億5,149万円

令和6年11月号 4



令和5年度令和5年度
9月の市議会定例会において認定された令和5年度

市民一人あたりで計算すると…（歳出目的別）（令和6年3月31日現在人口88,523人）
一般会計決算額を市民一人あたりに計算すると399,470円の市民サービスを行っています。

議会費
(議会運営関係事業)

2,669円
〔決算額　2億3,630万円〕

総務費
(市政運営管理費など)

40,886円
〔決算額　36億1,937万円〕

民生費
(高齢者・子育て支援事業など)

143,640円
〔決算額 127億1,544万円〕

衛生費
(ごみ処理事業など)

30,930円
〔決算額　27億3,801万円〕

農林水産業費
(農業振興推進事業など)　

5,073円
〔決算額　4億4,907万円〕

労働費･商工費
(地域産業振興など)

5,879円
〔決算額　5億2,045万円〕

土木費
(道路改良維持管理など)

16,724円
〔決算額　14億8,045万円〕

消防費･災害復旧費
（消防防災関係事業など)

14,099円
〔決算額　12億4,810万円〕

教育費
(小中学校維持管理事業など)

38,985円
〔決算額　34億5,103万円〕

公債費
(借入金償還)

22,936円
〔決算額　20億3,032万円〕

諸支出金･予備費
(特別会計･公営企業会計繰出など)

77,649円
〔決算額　68億7,374万円〕

各会計別決算収支の状況
区分

会計名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出
差 引 額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

一般会計 364億 357万円 353億6,228万円 10億4,129万円 4,586万円 9億9,543万円
国民健康保険特別会計 77億3,808万円 76億7,401万円 6,407万円 0万円 6,407万円
市営住宅管理事業特別会計 5,737万円 5,710万円 27万円 0万円 27万円
介護保険
特別会計

保険事業勘定 67億7,960万円 66億3,923万円 1億4,037万円 0万円 1億4,037万円
サービス事業勘定 1,086万円 1,086万円 0万円 0万円 0万円

後期高齢者医療特別会計 25億2,214万円 25億1,214万円 1,000万円 0万円 1,000万円
合　計 535億1,162万円 522億5,562万円 12億5,600万円 4,586万円 12億1,014万円
企業会計別決算収支の状況

区分
会計名

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出
事業収益 事業費用 資本的収入 資本的支出

水道事業会計 8億3,338万円 8億1,248万円 1億2,694万円 2億7,738万円
簡易水道事業会計 4,825万円 4,989万円 107万円 306万円
下水道事業会計 11億2,237万円 10億8,870万円 13億2,943万円 16億3,765万円
病院事業会計 7億1,696万円 5億8,725万円 4億7,442万円 5億2,111万円
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令和5年度の主な事業を報告します令和5年度の主な事業を報告します
物価高騰対策
物価高騰対策支援金の交付（2,140万円）

物価高騰の影響を受ける市内の医療機関・障がい福祉施設・介護施設・学童保育施設・保育施設
等に支援金を交付することで、事業者等の負担を軽減しました。
給食費の無償化（2億4,484万円）

物価高騰による小中学生の保護者の負担軽減を図るため、令和5年9月から令和6年3月まで
の市立小中学校の給食費を無償化しました。

安全で安心に暮らせるまち
排水基本計画の策定（2,586万円）

下萱津・中萱津・上萱津・石作及び新居屋地区における道路冠水や浸水被害の軽減を図るため、
排水基本計画を策定しました。

心身ともに健康に暮らせるまち
健康都市連合日本支部総会・大会の開催（851万円）

健康都市連合日本支部総会・大会を開催し、健康都市の実
現に向け、全国の加盟都市等と情報交換・交流を行いました。
また、健康づくりに関するボランティア団体の育成と発展
を図るため、ボランティア団体に活動の発表・PRの場を提供
しました。
帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成（408万円）

帯状疱疹の発症及び重症化を予防するため、帯状疱疹ワクチン接種費用の一部を助成しました。

次代を担う人を大切に育てるまち
美和中学校体育館の整備（4億6,976万円）

美和中学校体育館の改築工事が完了し、令和5年10月に
供用開始となりました。
オーガニック食材を活用した給食の実施（45万円）

公立保育園及び小中学校において、オーガニック食材（有
機野菜）を活用した給食を年3回実施しました。

持続可能な行政運営を推進するまち
コンビニ交付サービスの導入（2,958万円）

マイナンバーカードを利用し、住民票の写し等を、キオス
ク端末が設置してある全国のコンビニエンスストア等で取
得できるサービスを開始しました。

交流と連携により成長するまち
市民まつりの開催（1,010万円）

市民の交流と連携による、魅力的で活力あるまちづくり
を推進するため、コロナ禍で開催を見送っていた市民まつ
りを4年ぶりに開催しました。

完成した美和中学校体育館

市民まつりの様子

健康都市連合日本支部総会・大会の様子
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令和5年度決算に基づく令和5年度決算に基づく
市の財政運営健全度を見てみよう市の財政運営健全度を見てみよう

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、地方公共団体の財政状況を統一的な指
標で公表することが定められています。

市では、すべての一般会計・特別会計・公営企業会計において、国が定める基準（早期健全化
基準及び経営健全化基準）を下回り、健全な水準が確保されています。

健全化判断比率の状況

財政指標 令和5年度 令和4年度 増減 早期健全化基準 財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 （赤字なし） （赤字なし） ー 12.51% 20.00%

連結実質赤字比率 （赤字なし） （赤字なし） ー 17.51% 30.00%

実質公債費比率 6.4% 6.5% △0.1 25.00% 35.00%

将来負担比率 55.8% 55.6% +0.2 350.00%

○ 実 質 赤 字 比 率 地方公共団体の最も主要な会計である「一般会計」等に生じている赤字
の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。

○連結実質赤字比率 公立病院や下水道など公営企業を含む「地方公共団体の全会計」に生じ
ている赤字の大きさを、財政規模に対する割合で表したものです。

○ 実 質 公 債 費 比 率 地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、その地方
公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。

○ 将 来 負 担 比 率 地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、そ
の地方公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。

資金不足比率の状況

財政指標 令和5年度 令和4年度 増減 経営健全化基準

水道事業会計

（不足額なし） （不足額なし） ー 20.00%
簡易水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

○ 資 金 不 足 比 率 公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比
較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを表したものです。

引き続き、行財政改革を進め、健全な財政運営に努めてまいります。
令和5年度決算成果を詳しく知りたい方は、「令和5年度主要施策成果報告書（PDF版）」をご

覧ください。
Web https://www.city.ama.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/

001/002/659/syuyouseikaR5.pdf
問合先　財政課　☎444・1714　FAX444・0982
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あま市職員の給与等の状況を公表しますあま市職員の給与等の状況を公表します
市民の皆さんに市職員の給与等を広く理解していただくため、令和6年4月1日現在の市職員

の給与等の状況を公表します。市職員の給与は、地方公務員法などの規定に基づき、市議会の議
決を経て、給与に関する条例等で定められています。また、定員管理についても、市議会の議決
を経て、職員定数条例により職員の定数が定められています。なお、公表する給与等は税金や保
険料等を差し引く前のもので手取り額ではありません。

問合先　人事秘書課　☎444・1713　FAX444・1351
●人件費の状況（令和5年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
令和6年3月31日 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費比率

（B/A×100）
88,523人 35,398,350千円 995,688千円 5,036,868千円 14.2%

実質収支…歳入総額から歳出総額を差し引いた決算額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額で、当該年度に所属すべ
き収入と支出の実質的な差額をみるために用いられます。

【備考】　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。
●職員給与費の状況（令和6年度普通会計予算）

職員数（A） 給　　与　　費 1人当たりの給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

508人 1,881,317千円 430,456千円 803,233千円 3,115,006千円 6,131千円
【備考】　令和6年度当初予算の職員数及び給与費（会計年度任用職員を除く。）であり、職員手当には退職手当は含まれていま

せん。
普通会計予算には、国民健康保険特別会計15人、介護保険特別会計10人、後期高齢者医療特別会計5人、水道事業会
計8人、簡易水道事業会計3人、下水道事業会計11人及び病院事業会計2人分の職員数と給与費は含まれていません。

●職員の初任給の状況（令和6年4月1日現在）
区　　　分 あま市 国

初任給 初任給

一般職 大学卒 196,200円 196,200円
高校卒 166,600円 166,600円

【備考】　採用試験に合格し、学校卒業後直ちに採用された者
の初任給です。

●一般行政職の平均給料月額及び平均年齢の状況
（令和6年4月1日現在）

（税務、保健師、歯科衛生士、保育士、技能労務を除く職員）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 311,600円 41.1歳

●一般行政職の級別職員数の状況（令和6年4月1日現在）（税務、保健師、歯科衛生士、保育士、技能労務を除く職員数）
級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計標準的な職務内容 主事 主任 主査 係長 課長補佐 課長・主幹 次長 部長

職員数（人） 51 48 62 61 60 61 2 12 357
構成比（%） 14.2 13.4 17.4 17.1 16.8 17.1 0.6 3.4 100

「給与」と「給料」同じようで違います
市職員の給与というのは、民間企業でいう賃金に当た

るもので、給料と呼ばれる基本給といろいろな手当から
成り立っています。（図1参照）

市職員一人ひとりの給料は給料表というもので決めら
れています。手当は給料を補充するものとして、その種類、
金額、支給要件などが給料と同じように市の条例で定め
られています。
図1　市職員の給与のしくみ

市職員の給与はこうして決められます
市職員の給与は、民間企業に勤めている人の賃金を基

に出される人事院勧告を参考に、国やほかの地方公共団
体職員の給与との均衡を考慮しながら、市議会の議決を
経て決定されます。

市長や議長等をはじめとする特別職の給料等は、あま
市特別職報酬等審議会からの市長への答申に基づき、市
議会で決定されます。
ラスパイレス指数で国と給与比較ができる
ラスパイレス指数は、国家公務員の給与を100とした場
合に、地方公務員の給与がどのくらいになるかを指数で
示したもので、国家公務員との給与格差が把握できる資
料となるものです。
令和5年のラスパイレス指数の県内市町村の平均は99.1、
あま市は96.5です。

ミニ知識ミニ知識
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●部門別職員数の状況（定員管理調査各年4月1日現在）

区　　　分 職　員　数（人） 対前年
増減数令和5年 令和6年

一般行政

議　　会 5 5 0
総　　務 111 109 △2
税　　務 36 35 △1
民　　生 200 205 5
衛　　生 47 44 △3
農林水産 7 8 1
商　　工 12 12 0
土　　木 23 24 1

特別行政 教育委員会 57 59 2

公営企業等

病　　院 2 2 0
水　　道 11 12 1
下 水 道 11 9 △2
国　　保 15 15 0
介　　護 9 10 1

後期高齢者 5 5 0
合計 551 554 3

【備考】　職員数は、一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、再任用短時間勤
務職員、任期付短時間勤務職員及び臨時・非常勤職員（会計年度任用職員を含む。）を除いています。

●期末・勤勉手当と退職手当の状況（令和6年4月1日現在）
期末・勤勉手当は民間企業の賞与（ボーナス）などの特別給に、退職手当は退職金に相当します。

区 分 あま市 国

勤
勉
手
当

期
末
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 1.025月分 6月期 1.225月分 1.025月分
12月期 1.225月分 1.025月分 12月期 1.225月分 1.025月分

計 2.450月分 2.050月分 計 2.450月分 2.050月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置　　有 職制上の段階、職務の級等による加算措置　　有

退
職
手
当

自己都合等 定年等 自己都合等 定年等
勤続20年 19.669500月分 24.586875月分 勤続20年 19.669500月分 24.586875月分
勤続25年 28.039500月分 33.270750月分 勤続25年 28.039500月分 33.270750月分
勤続35年 39.757500月分 47.709000月分 勤続35年 39.757500月分 47.709000月分
最高限度 47.709000月分 47.709000月分 最高限度 47.709000月分 47.709000月分

定年前早期退職
特例措置 ー 旧定年までの残年数1年につき

3%加算
定年前早期退職

特例措置 ー 旧定年までの残年数1年につき
3%加算

令和5年度中の
1人平均支給額 2,963千円 20,266千円 令和5年度中の

1人平均支給額 未公表

●地域手当、扶養手当、住居手当などの 
職員手当の状況（令和6年4月1日現在）

地域手当
（普通会計）

支給率 6%
支給対象職員数 501人

（参考）国の制度は、6%
手当の
名称 手当の内容 国の制度

との異同

扶養
手当

子1人につき ・・・・・・・ 月額10,000円
15歳から22歳までの子（1人につき）
・・・・・・・・・・・・月額5,000円加算
子以外の扶養親族1人につき
職務の級が7級以下の職員 ・・月額6,500円
職務の級が8級の職員 ・・・・月額3,500円

同じ

住居
手当 家賃の額に応じて（借家） 月額28,000円まで 同じ

通勤
手当

交通機関等の利用者 ・・ 月額55,000円まで
自動車等の利用者
・ 距離により月額2,000円から31,600円まで

同じ

●特別職の報酬等の状況（令和6年4月1日現在）
職　種 給料・報酬月額 期末手当
市　長 935,000円

6月期　1.700月分
12月期　1.700月分

計　3.400月分

副市長 753,000円
教育長 673,000円
議　長 518,000円
副議長 452,000円
議　員 406,000円
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虐待の相談・通報はこちらへ虐待の相談・通報はこちらへ
児童虐待　☎444・3173（子ども福祉課）または☎189（児童相談所全国共通ダイヤル、24時間対応）
障がい者虐待　☎485・5980（障がい福祉課）　高齢者虐待　☎444・3141（高齢福祉課）
※市役所は平日午前8時30分~午後5時15分（夜間・休日は時間外窓口につながります）
※FAX番号　443・2571（共通）　※メールアドレス　 gyakubou@city.ama.lg.jp

あま市権利擁護センター主催講演会あま市権利擁護センター主催講演会
「成年後見制度でどんなことができる？ 「成年後見制度でどんなことができる？ 

〜後見人の活動の限界と未来〜」の開催について〜後見人の活動の限界と未来〜」の開催について
日　時 :11月16日（土）　午前10時〜11時30分　

（開場　午前9時30分）
場　所 :美和文化会館　大ホール
講　師 :弁護士法人スピカ　平田法律商標事務所　弁護士　平

ひらた
田　健

たけひと
人　氏

あま市成年後見制度利用促進協議会　副会長を務める。
K

カトウ
ATO司法書士事務所　司法書士　本

もとづか
塚　麻

あさこ
子　氏

あま市・大治町障がい者支援協議会　生活支援部会長を務める。
対　象 :どなたでもご参加いただけます。
定　員 :200人
内　容 :成年後見制度の正しい知識と権利擁護センターのさらなる普及啓発のため「成年後見人

等の活動について」をテーマに、実際に後見人等として活動されている平
ひらた

田氏、本
もとづか

塚氏
からお話をいただきます。

申　込 :ご参加を希望される方は事前申込みにご協力をお願いします。市公式ウェブサイトや
社会福祉課窓口にあるリーフレット裏面の申込み欄にお名前、お住まい、ご連絡先、ご
所属など、必要事項をご記入いただき、ファックスまたは窓口にてお申込みください。
なお、お電話での申込みも受け付けしております。申込期限は11月11日（月）までです。

問合先　社会福祉課　☎444・3135　FAX444・1074

11月の福祉ショップ「あま結び」出店情報11月の福祉ショップ「あま結び」出店情報
市内障害福祉サービス事業所等で作った食べ物やグッズを市役所1階エントランスで販売し

ます。ぜひお立ち寄りください。
日時 出店事業所 販売品

11月20日（水）
午前11時〜午後1時

ている（生活介護） 花苗、花鉢、ドライフルーツ、焼き菓子
ちよだファーム

（就労継続支援A型） 野菜

くろーばー
（就労継続支援B型）

クラフトバンドかご、ストラップ、アイ
ロンビーズ、コストコ商品

問合先　障がい福祉課　☎485・5980　FAX444・1074
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〔利用状況〕
運行
日数

北部巡回ルート 南部巡回ルート 東部巡回ルート
計

左回り 右回り 左回り 右回り 左回り 右回り
令和6年9月 12 89人 68人 155人 196人 92人 118人 718人

累計
（令和5年5月6日〜） 219 1,286人 992人 2,454人 3,261人 1,776人 2,245人 12,014人

【車体広告の募集について】
地域経済の活性化を目的に、巡回バスの車体を利用した有料広告を募集します。

詳しくは市公式ウェブサイトをご確認ください。
Web https://www.city.ama.aichi.jp/kurashi/kotsu/koutuu/1007225.html

問合先　企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982

【市民説明会開催】【市民説明会開催】
次代につなぐ持続可能なあま市を目指して次代につなぐ持続可能なあま市を目指して

―都市計画税の活用による「安全・安心・快適なまちづくり」――都市計画税の活用による「安全・安心・快適なまちづくり」―
日時/場所
①11月15日（金）午後7時〜 /　市役所
②11月16日（土）午前10時〜 /　甚目寺公民館
③11月16日（土）午後4時〜 /　七宝公民館
④11月17日（日）午前10時〜 /　美和公民館
※説明会の内容はすべて同じですので、ご都合の良い日時でご参加ください。
※日程は変更となる場合があります。
内容
・次代につなぐ持続可能なあま市を目指して
・「安全・安心・快適なまちづくり」に向けた具体的な取組み
・あま市の財政状況　・都市基盤整備の財源（都市計画税の概要）

問合先　企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982

【変更のご案内】【変更のご案内】
「高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種のお知「高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種のお知

らせ」における指定医療機関一覧中の変更についてらせ」における指定医療機関一覧中の変更について
広報10月号掲載記事に変更がありましたので、下記のとおりご案内いたします。
あま市民病院（通院中の方のみ）→通院中に限定しません。
小林クリニック→実施しないこととなりました。　たかぎクリニック→実施することとなりました。

問合先　甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461

巡回バスニュース巡回バスニュース
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毎年12月3日から9日までの期間は「障害者週間」です。障がいのある方が、社会の様々な分
野で活躍することを推進し、障がい者の福祉について関心と理解を深めることを目的としてい
ます。

今回、自閉症と知的障がいのある奥山優さんの絵画を市役所において展示します。奥山さん
の絵は、多くの賞を受賞し、マスコミにも多数取り上げられています。奥山さんの独特な世界観
をご覧ください。

日　　時　11月26日（火）午後1時〜12月3日（火）正午（土・日曜日は除く）
場　　所　市役所1階　エントランス

作者紹介

1999年生まれの若きアーティスト。幼い頃から動物をモ
チーフに絵を描いている。独特な色遣いで、カラフル&キュー
トな作風が人気となり、複数の企業とコラボしてグッズやアー
トキャンバスなど商品化されている。

問合先　障がい福祉課　☎485・5980　FAX444・1074

旧甚目寺庁舎敷地内への出入口変更について旧甚目寺庁舎敷地内への出入口変更について
旧甚目寺庁舎解体工事に伴い、敷地東側出入口の側溝工事を行います。つきましては、以下の

とおり出入口を変更させていただきます。市民の皆様方にはご迷惑をおかけいたしますが、何
卒ご理解とご協力をお願いいたします。
内　容　出入口部分の側溝工事を行います。（以下、庁舎敷地図参照）

■11月8日（金）〜16日（土）
庁舎敷地図

■11月18日（月）〜26日（火）
庁舎敷地図

問合先　総務課　☎444・1711　FAX441・8330

リサイクルステーション リサイクルステーション

障害者週間イベント〜奥
おくやま

山 優
ゆう

 絵画展〜
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スポーツ観戦事業（あま市民デー）スポーツ観戦事業（あま市民デー）
プロバスケットボールチームプロバスケットボールチーム

「ファイティングイーグルス名古屋」の「ファイティングイーグルス名古屋」の
ホームゲームに無料招待しますホームゲームに無料招待します

スポーツ観戦事業として、スポーツを「みる」機会を提供し、スポーツに触れ、感動を体験いた
だけるよう「ファイティングイーグルス名古屋」のご協力のもと、スポーツ観戦とあま市を盛り
上げるイベント『あま市民デー』を開催します。

この『あま市民デー』に、あま市内に在住・在勤・在学の方を、先着で100人無料招待します。
会場では、試合観戦のほか、ビジョンを使った試合前演出、チアリーダーズのパフォーマンス

が行われます。また、七宝焼体験コーナー、あま市ゆかりのトップアスリート展示ブースなどを
設け、バスケットボールを初めて観戦する方でもお楽しみいだだける内容となっています。た
くさんの方のご来場をお待ちしています。
対象試合　2024-25シーズン

ファイティングイーグルス名古屋ホームゲーム
ファイティングイーグルス名古屋VS琉球ゴールデンキングス

開催日時　12月22日（日）午後3時35分　試合開始
会　　場　豊田合成記念体育館（エントリオ）

稲沢市下津北山一丁目16-4
対象座席　2階08エリア ※立見となる場合がございます。
申込方法　二次元コードを読み込み、専用申込ページからお申込みください。

※表示された注意事項を必ずご確認ください。
※お申し込みにはB.LEAGUE会員登録（無料）が必要です。

応募条件　応募は、1人につき1回、5人までとさせていただきます。
申込開始  11月1日（金）午前10時から

※招待上限枚数に達しましたら、申込受付を終了します。
問 合 先　試合・チケット申し込みに関するお問い合わせ

ticket@fightingeagles.jp
スポーツ観戦事業（あま市民デー）に関するお問い合わせ
スポーツ課　☎485・6150　FAX443・8210

▼専用申込ページは
こちら
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「児童扶養手当」に関する大切なお知らせ「児童扶養手当」に関する大切なお知らせ
令和6年11月1日から児童扶養手当法等の一部が改正され、所得限度額と第3子以降の加算額

が引き上げられます。
1.所得限度額の引上げ

児童扶養手当の支給には、前年の所得に応じて、手当の全額を支給する「全部支給」と、一部の
みを支給する「一部支給」があります。このたび、全部支給及び一部支給の判定基準となる所得
限度額を表のとおり引き上げます。

全部支給となる所得限度額
（受給資格者本人の前年所得）

一部支給となる所得限度額
（受給資格者本人の前年所得）

扶養する
児童等の数 令和6年10月分まで 令和6年11月分から 令和6年10月分まで 令和6年11月分から

0人 49万 69万 192万 208万
1人 87万 107万 230万 246万
2人 125万 145万 268万 284万
3人 163万 183万 306万 322万
4人目以降の
加算額 38万 38万 38万 38万

2.第3子以降の加算額の引上げ
第3子以降の加算額が引き上げられ、第2子の加算額と同額になります。

令和6年10月分まで 令和6年11月分から
全部支給 6,450円 10,750円

一部支給 6,440円〜3,230円
（所得に応じて決定されます）

10,740円〜5,380円
（所得に応じて決定されます）

〇児童扶養手当受給資格者の方
令和6年度現況届または所得状況届を提出されている方は、手続きは必要ありません。審査結

果通知を10月末頃に発送しますのでご確認ください。
〇所得超過のため児童扶養手当の申請をしていない方

前年所得が変更後の所得限度額未満となる方は、支給対象となる場合があります。申請が必
要となりますので、子ども福祉課までお問い合わせください。
※今回の改正に併せて、あま市遺児手当についても同様に所得限度額が引き上げられます。

問合先　子ども福祉課　☎444・3173　FAX443・2571

ARモーションペイパの使い方ARモーションペイパの使い方
①スマートフォンに「MotionPaper」アプリをインストールします。
②スマートフォンのカメラを起動し、広報あま表紙の二次元コードを読み込みます。
③「MotionPaper」が表示されるためタップし、読み込みが100%になるまで待ちます。
④表示が100%になった後、表紙の写真にスマートフォンをかざすと映像が流れます。

問合先　人事秘書課　☎444･1713　FAX444･1351
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令和6年度第3回リユース品抽選提供のお知らせ令和6年度第3回リユース品抽選提供のお知らせ
八穂クリーンセンターでは、資源の有効利用を図り、再利用を推進するため、八穂クリーンセ

ンターに搬入されたごみの中で、まだ使用可能な物を回収・清掃し無料で抽選提供を行います。
抽選受付期間 10月28日（月）午前9時〜11月29日（金）午後5時

（紙での申込みは平日の午前9時から午後5時まで。ただし、11月16日（土）のみ、
八穂クリーンセンターで午前9時から午後5時まで申し込み可能）

抽選申し込み方法 下記の①または②どちらかの方法でお申込みください。
①海部地区環境事務組合八穂クリーンセンター、新開センターに設置してある

申込箱へ申込書を投函する。
②ウェブサイトから申込書のデータをダウンロードしてメールで環境対策室へ

送る。
kankyo@atkankyo.or.jp（環境対策室メールアドレス）
リユース品は1家族につき2点までお申込みいただけます。（当選は最大1点

まで）2つの申し込み方法で同時に申し込むことはできませんのでご注意ください。
当選後の受け取り辞退は原則できませんのでご了承ください。

抽選配布申込対象者 構成市町村である津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町及び飛島村に
在住、在勤または在学の方。

申 込 書  申込書は、海部地区環境事務組合ウェブサイトでダウンロードしていただくか、
八穂クリーンセンターおよび新開センターに置いてある物をご使用ください。

抽 選 結 果 12月6日（金）午前10時から、当選者の方のみ順次連絡させていただきます。
引き渡し期間 12月6日（金）〜20日（金）

（時間は平日及び12月14日（土）の午前9時〜11時30分、午後1時30分〜4時30分）
引き渡し方法 八穂クリーンセンターでお渡しします。受け取りの際は、当選者の方の本人確

認できる物（運転免許証等）をご提示ください。当選された方の住所が構成市町
村以外の場合、構成市町村に在学、在勤しているか確認を行う場合がございます。
運搬手段（軽トラ等）に関しては当選者様ご自身でご用意いただき、展示場所か
らの移動もご自身でお願いいたします。

引き渡し時に受け取り承諾書に記入していただきます。未成年の申し込みの
場合、親権者の方に記入していただきます。

当選者以外の方が受け取る場合は、海部地区環境事務組合ウェブサイトに掲
載している「リユース品抽選提供のご案内」の注意事項を読んだ後で、下記問い
合わせ先にご連絡ください。

ご 注 意  ①リユース品については一度使用されたものであり、傷・汚れなどが残っている
場合があります。実物は八穂クリーンセンターに展示してありますので、可
能な限り実物をご確認ください。

②対象外の方の申し込みや申し込みの重複が確認された方は申し込みを無効と
させていただきます。また、当選後に受け取りを辞退された場合、また、引き
渡し期間内に引き取りに来られなかった場合は、今後リユース品の配布を実
施した際に申し込みを無効とさせていただきます。

リユース品抽選配布の情報はこちらの二次元コードを読み込んで、海部地区環境
事務組合ウェブサイトをご確認ください。

問合先　海部地区環境事務組合　環境対策室　☎0567・68・6500　FAX0567・68・6700
Web http://www.atkankyo.or.jp
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配置しています

月曜日　午前9時〜正午
木曜日　午前9時〜正午、午後1時〜4時
※上記以外の曜日のご利用につきまして
は、お問い合わせください。
問合先　障がい福祉課
☎485・5980FAX444・1074

ishisotsu@city.ama.lg.jp
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甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
ど
も
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

募
　
集

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員（
児

童
厚
生
員
）募
集

業
務
内
容
　
児
童
館
運
営
業
務
・児
童
ク

ラ
ブ
運
営
補
助
業
務

勤
務
地
　
七
宝
児
童
館

勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
う
ち
7
時
間
、休
憩
1
時
間
有
）

（
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
業
務
）午
前
7
時
30

分
〜
午
後
7
時（
う
ち
7
時
間
、休
憩

1
時
間
有
）

週
5
日
働
く
こ
と
が
出
来
る
方

応
募
資
格
　
保
育
士
、
幼
稚
園
・小
中
学

校
教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類
　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、
資
格

証
の
写
し
、
後
日
依
頼
の
時
に
健
康
診

断
書

※
書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

問
合
先
　
七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員（
放

課
後
児
童
支
援
員・補
助
員
）募
集

業
務
内
容
　
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
業
務

勤
務
地
　
市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
実
施

施
設
15
か
所

勤
務
時
間
　
午
後
2
時
30
分
頃
〜
午
後
7

時
※
土
曜
日
、
学
校
休
業
日
等
は
午
前
7
時

30
分
〜
午
後
7
時（
う
ち
6
時
間
程
度・

交
代
制
）、週
3
〜
4
日

応
募
資
格
　
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
、保
育
士
、幼
稚
園・小
中
学
校
教

諭・社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方・

補
助
員
に
つ
い
て
は
特
に
な
し

賃
金
　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

※
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給

提
出
書
類
　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、
資
格

証
の
写
し

※
書
類
提
出
後
、
面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先

七
宝
地
区　
七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区　
美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区　
甚
目
寺
北
児
童
館

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

令
和
6
年
度
あ
ま
市
訪
問
基
準
緩
和
型

サ
ー
ビ
ス
従
事
者
研
修
受
講
生
募
集

市
で
は
、多
様
な
担
い
手
に
よ
る
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る「
介

護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
は「
介
護
予
防・日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」の
う
ち
、「
市
が
指
定
す

る
訪
問
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ま

た
は
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
団
体
等
に
お

い
て
、従
事
す
る
方
に
必
要
な
知
識
等
の

習
得
」を
目
的
と
し
、研
修
修
了
後
に
同

事
業
所
等
で
必
要
と
な
る
修
了
証
書
を
交

付
し
ま
す
。

※
訪
問
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
身
体

介
護
を
伴
わ
な
い
生
活
援
助（
掃
除・洗

濯・調
理
等
）を
言
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
19
日

（木）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

12
月
20
日

（金）

午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分

（
全
2
日
間
）

場
所
　
市
役
所
2
階　
B
1
会
議
室

対
象
　
訪
問
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
ま
た
は
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
団
体

等
で
従
事
す
る
予
定（
希
望
）の
あ
る
方

※
研
修
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

費
用
　
無
料

定
員
　
8
人
程
度

申
込
締
切
日
に
お
い
て
申
込
み
人
数
が

3
人
未
満
の
場
合
は
開
催
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
　
12
月
6
日

（金）
ま
で

問
合
先
　
高
齢
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
4
1

FAX
4
4
3・2
5
7
1

税個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
期
限
は

12
月
2
日

（月）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、納
付
書
を
紛
失

さ
れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等
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の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、
L
I
N
E　

P
a
y
及

び
P
a
y
B
）に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ

ニ
等
の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
）

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
M
M
K
設

置
店
に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、
納
付

書
の
納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

そ
の
他
　
領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、
金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、
県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望

の
方
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
西
尾
張
県
税
事
務

所　

課
税
第
一
課　

県
民

税・事
業
税
第
二
グ
ル
ー
プ

☎
0
5
8
6・4
5・3
2
7
9

Webhttps://w
w
w
.pref.aichi.jp/sos

hiki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却
資
産
の
課

税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0
万
円
未
満

の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
方
へ
、

償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て
往
復
は
が
き

に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産

申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先
　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

Webhttps://w
w
w
.city.am

a.aichi
.jp/kurashi/zeikin/kotei/1001
948.htm

l

令
和
6
年
分
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

確
定
申
告
は
予
約
制
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
い
予
約
方
法
や
予
約
開
始
日
に
つ
い

て
は
、広
報
1
月
号
及
び
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
令
和
6
年
分
よ
り
、開
催
時
間
を
左
記

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

↓

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

事
業
者
の
皆
様
へ

消
費
税
の「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
相
談
会
」、

「
登
録
要
否
相
談
会
」の
ご
案
内

事
業
者
の
皆
様
に
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
相
談
会・登
録
要
否
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
相
談
会・登
録
要
否

相
談
会
で
は
、事
業
者
の
皆
様
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
関
す
る
お
悩
み
に
つ
い
て
、

個
別
に
ご
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
や
実
務
的
な

内
容
等
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方

・
初
め
て
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
で
、

申
告
方
法
・記
帳
方
法
等
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
方

・
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を
す

る
か
ど
う
か
検
討
中
の
方

ご
参
加
い
た
だ
く
方
へ

・
事
前
予
約
制
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
合
先
ま
で
申
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
申
込
状
況
に
よ
り
別

の
日
程
を
ご
案
内
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

・
個
人
事
業
者
の
方
は
、
次
の
3
点
を

ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
場
で

e-

T
a
x
に
よ
る
登
録
申
請
が
で
き

ま
す
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
及
び
暗
証
番
号
③
利
用
者
識
別
番

号
及
び
暗
証
番
号
が
わ
か
る
も
の

・
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
25
日

（月）
、12
月
19
日

（木）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。
開
始
時

間
は
ご
予
約
の
際
に
ご
案
内
し
ま
す
）

場
所
　
津
島
税
務
署

津
島
市
良
王
町
二
丁
目
31
‒
1

費
用
　
無
料

申
込・問
合
先
　
津
島
税
務
署

☎
0
5
6
7・2
6・2
1
6
1

代
表
電
話
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

際
は
、自
動
音
声
に
従
っ
て「
2
」を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

相談窓口
一覧表

インボイス制度
特設サイト

オンライン
説明会

開催日程等
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福
　
祉

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児

福
祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
8
日
（金）

・
特
別
障
害
者
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日
（月）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先
　
障
が
い
福
祉
課

☎
4
8
5・5
9
8
0

FAX
4
4
4・1
0
7
4

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
廃
止

（
交
付
終
了
）に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、令

和
6
年
12
月
2
日
に
現
行
の
被
保
険
者
証

が
廃
止
さ
れ
廃
止
以
降
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
は『
マ
イ
ナ
保
険
証（
※
）』の

使
用
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、従
来
の
被
保
険
者
証
の
新

規
交
付
や
再
交
付
は
行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
が
、12
月
1
日
ま
で
に
交
付

さ
れ
た
被
保
険
者
証
は
、券
面
に
記
載
さ

れ
た
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

12
月
1
日
ま
で
に
被
保
険
者
証
の
交

付
を
受
け
た
方
が『
マ
イ
ナ
保
険
証
』を

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
が
経
過
す
る
前
ま
で
に
、『
資

格
確
認
書
』を
郵
送
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

『
資
格
確
認
書
』を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
こ
と
で
、従
来
と
同
様
に
保
険
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
と
は
、
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
登
録
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
指
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
廃
止
に
関
す
る
情
報
は
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

Webhttp://w
w
w
.city.am

a.aichi.jp/
kurashi/hoken/kenkouhoke
nn/1009724.htm

l

問
合
先
　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・事
前
予
約
制
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。相
談
は
予
約
制
と

な
り
ま
す
の
で
、保
険
医
療
課
へ
事
前
に

ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、相
談
内
容
が
相
談
者
以
外
の
も

の
で
あ
る
場
合
は
、親
子
や
夫
婦
な
ど
親

族
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ
て
も
、ご
本
人

の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
26
日

（火）

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
3
時

場
所
　
市
役
所

予
約
受
付
枠
　
最
大
8
枠

相
談
内
容
に
よ
り
相
談
時
間
が
変
動
し

ま
す
の
で
、対
応
で
き
る
件
数
に
達
し

ま
し
た
ら
予
約
を
締
め
切
り
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
　
11
月
6
日

（水）
〜
13
日

（水）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土・日
曜
日
を
除
く
）

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
保
険
医
療
課
窓

口
に
て
受
付

※
予
約
確
定
し
た
方
に
は
、
相
談
開
始
時

間
や
持
ち
物
等
を
、
別
途
ご
案
内
し
ま

す
。

問
合
先
　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

人
　
権

人
　
権

部
落
差
別
に
つ
い
て
考
え
よ
う
!

あ
ま
市
人
権
講
演
会

大
切
に
育
て
ら
れ
た
牛
の「
い
の
ち
」

を
い
た
だ
い
て
、私
た
ち
の「
い
の
ち
」が

あ
る
と
い
う
こ
と
。屠と

じ
ょ
う場

で
の
仕
事
に
対

す
る
差
別
が
今
な
お
残
る
な
か
、7
代
に

わ
た
っ
て
屠と

ち
く畜・精

肉
店
を
営
ん
で
き
た

北
出
家
の
暮
ら
し
を
1
年
に
わ
た
っ
て
追

っ
た
家
族
の
記
録
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

ま
た
、人
権
講
演
で
は
、部
落
差
別
の

「
い
ま
」、ネ
ッ
ト
対
策
、人
権
教
育
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
24
日

（日）

午
後
0
時
30
分
〜
4
時
30
分

（
開
場　
正
午
）

場
所
　
甚
目
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容

○
映
画
上
映「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」

○
人
権
講
演「
ネ
ッ
ト
人
権
侵
害
と
部
落

差
別
」
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講
師
　
川か

わ
ぐ
ち口

泰や
す
し司

氏（
一
般
社
団
法
人

山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
）

そ
の
他
　
入
場
無
料
、
手
話
通
訳
・要
約

筆
記
、託
児
あ
り
。

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
15
日

（金）

ま
で
に
人
権
推
進
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
4
か
月
以
上
の
お
子
様
か
ら

お
預
か
り
で
き
ま
す
）定
員
に
な
り
次

第
、
申
込
み
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
合
先
　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
4・1
0
7
4

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V
、ス
ト
ー
カ
ー
、セ
ク
ハ
ラ・パ
ワ

ハ
ラ・モ
ラ
ハ
ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
等
、女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
11
月
13
日

（水）
〜
19
日

（火）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
11
月
16
日

（土）
・17
日

（日）
は
午
前
10
時
〜

午
後
5
時

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先
　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

女
性
と
女
の
子
の
た
め
の
L
I
N
E
窓
口

コ
コ
ロ
ほ
っ
と
カ
フ
ェ・あ
ま

悩
み
や
不
安
、ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
モ

ヤ
モ
ヤ
、な
ん
と
な
く
寂
し
い・・・

も
し
一
人
で
抱
え
て
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、L
I
N
E
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
会
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
?
ま
ず
は
誰
か
に
話

す
こ
と
で
気
持
ち
が
整
理
出
来
た
り
、コ

コ
ロ
が
ほ
っ
と
落
ち
着
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
、気

軽
に
登
録
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

対
応
時
間
　
年
末
年
始
以
外
の
偶
数
日
午

後
6
時
〜
10
時
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
最
終
受
付
は
午
後
9
時
30
分
）

問
合
先
　
令
和
6
年
度
あ
ま
市
地
域
に
お

け
る
女
性
つ
な
が
り
サ
ポ

ー
ト
事
業（
受
託
事
業
者　

N
P
O
法
人
マ
マ
・ぷ
ら

す
）

L
I
N
E
　
@
5
1
7
a
m
l
r
b

☎
0
9
0・7
3
0
2・0
4
8
8

性
暴
力
を
、な
く
そ
う
!

毎
年
、11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で

す
。

市
で
も
、こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、

パ
ネ
ル
展
示
と
パ
ー
プ
ル・ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
実
施
し
ま
す
。「
性
暴
力
を
、な
く
そ

う
」「
性
犯
罪・性
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
方

へ
、一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
12
日

（火）
〜
25
日

（月）

場
所
　
①
市
役
所
1
階　

市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス（
パ
ネ
ル
展「
こ
れ
っ
て
、
性
暴

力
？
」）

②
市
役
所
交
流
広
場
、
金
岩
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ガ
ー
デ
ン
内
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

（
パ
ー
プ
ル・ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

問
合
先
　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
4・1
0
7
4

野
焼
き（
ご
み
の
焼
却
）は
や
め
ま
し
ょ
う

家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
を
ド
ラ

ム
缶
や
簡
易
な
焼
却
炉
ま
た
は
ご
み
を
そ

の
ま
ま
で
燃
や
す
い
わ
ゆ
る「
野
焼
き
」は
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て
、法
律
で
原
則
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
黒
煙
と
と
も
に
悪
臭
も
発
生

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
、近
隣
の
大
迷

惑
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、焼
却

の
方
法
に
よ
り
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」な
ど

有
害
物
質
の
発
生
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
は
家

庭
系・事
業
系
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
の
分
別

と
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
、出
し
て
く

だ
さ
い
。市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
配
り
で
、

大
切
な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
5・3
8
5
6

防
　
災

海
部
地
方
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
全

国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付

･
整
理
を
行
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
結
び
つ
け
る
役

割
を
担
う「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
方
々
に
発
災
時
に
円
滑

に
活
動
で
き
る
よ
う
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

日
時（
全
2
日
間
）

令
和
7
年
1
月
19・

26
日

（日）

い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所
　
美
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ

の
里
2
階　
講
堂

☎
4
4
6・0
6
1
1
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対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
満
15
歳
以
上（
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

②
津
島
市
、愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
及

び
海
部
郡
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

③
講
座
終
了
後
も
防
災
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

定
員
　
40
人
程
度

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
・運
営
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
、被
災
者
へ
の
対
応
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
用
体
験
な
ど

受
講
料
　
無
料

申
込
期
限
　
12
月
6
日

（金）

申
込
先
　
危
機
管
理
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

社
会
福
祉
協
議
会

☎
4
4
3・4
2
9
1

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

問
合
先
　
危
機
管
理
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支
援

市
で
は
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　（
同
一
年
度
に
1
回
ま
で
）

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
属
す
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
の
属
す
る
世
帯

③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
の

み
の
世
帯

受
付
期
間

令
和
7
年
2
月
28
日

（金）
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、危
機
管

理
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
土・日

曜・祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

た
だ
し
、定
数
70
件
に
達
し
た
場
合
は

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
等

①
家
具
転
倒
防
止
器
具（
金
具
）を
用
い
て

柱
、壁
等
に
固
定
す
る
。

②
家
具
固
定
は
1
世
帯
に
つ
き
家
具
3
本

ま
で
と
す
る
。

③
対
象
は
木
製
家
具
、
冷
蔵
庫
と
す
る
。

ピ
ア
ノ
、仏
壇
等
は
不
可
。

問
合
先
　
危
機
管
理
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

交
通
安
全

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

市
で
は
、児
童
生
徒
お
よ
び
高
齢
者
を

対
象
に
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

な
お
、道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、令
和
5
年
4
月
1
日
よ
り
、自
転
車

乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務

と
な
り
ま
し
た
。

受
付
期
間

令
和
7
年
2
月
28
日

（金）
ま
で

※
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
予
算
が
な
く

な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

補
助
金
額

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
の
5
割（
上
限

2
0
0
0
円
、10
円
未
満
切
り
捨
て
）

の
補
助

補
助
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
し
、令
和
7
年
3
月

31
日
時
点
で
7
歳
〜
18
歳
の
人
、65
歳

以
上
の
人

※
1
人
に
つ
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
1
個
か
つ
1

回
限
り
の
申
請

補
助
対
象
ヘ
ル
メ
ッ
ト

令
和
6
年
4
月
1
日
以
後
に
愛
知
県
内

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
販
売
す
る
店
舗
に
お

い
て
購
入
し
た
、安
全
基
準
に
適
合
し

て
い
る
認
証
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
、

3
か
月
以
内
に
購
入
し
た
新
品
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト（
た
だ
し
、児
童
生
徒
等
で
学

校
に
通
学
す
る
際
に
使
用
す
る
通
学
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
は
除
く
）

申
込
み

次
の
書
類
を
土
木
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

②
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
領
収
書
の
写
し

③
安
全
基
準
に
適
合
し
て
い
る
認
証
が
つ

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類（
書
類

が
な
い
場
合
は
、
現
物
提
示
し
て
く
だ

さ
い
）

④
申
請
者
の
振
込
先
通
帳
の
写
し

そ
の
他

申
請
書
は
土
木
課
ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
合
先
　
土
木
課

☎
4
4
1・7
1
1
3

FAX
4
4
1・8
3
8
7

安
全
認
証
マ
ー
クGSマーク

CE（EN1078）マーク JCFマーク

CPSCマーク SGマーク
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（
危
険
と
感
じ
る
場
所
や
体
験
等
の
情
報

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
）

問
合
先　
土
木
課

☎
４
４
１・７
１
１
３

FAX
４
４
１・８
３
８
７

名
称　

 

丸
田
橋
西
詰
の
交
差
点

場
所　

 

七
宝
町
川
部
丸
田

　
目
の
前
が
橋
へ
の
上
り
坂
。一旦
停
止
せ

ず
に
ア
ク
セ
ル
を
ふ
か
せ
ば
、家
の
陰

か
ら
自
転
車
が
。

　
　
西
側
か
ら
交
差
点
を
望
む
と
、正
面

の
丸
田
橋
へ
道
路
は
交
差
点
内
か
ら
上

り
坂
に
な
り
、そ
の
向
こ
う
に
七
宝
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
西

か
ら
進
入
し
た
場
合
は
左
右
と
も
見
通

し
が
悪
い
の
に
、自
動
車
も
バ
イ
ク
も一

旦
停
止
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、坂

道
だ
か
ら
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん
で
通

過
し
よ
う
と
い
う
誘
惑
に
か
ら
れ
る
。

そ
の
瞬
間
、自
転
車
が
交
差
し
て
も
、

自
動
車
は
も
う
止
ま
れ
な
い
。

　
　
狭
い
生
活
道
路
な
の
に
、け
っ
こ
う
な

交
通
量
が
あ
る
。
子
ど
も
や
、お
年
寄

り
の
通
行
も
多
い
。
年
に
1
回
ぐ
ら
い
、

自
動
車
と
自
転
車
の
接
触
事
故
が
起
き

て
い
る
と
い
う
。一旦
停
止
の
励
行
が
事

故
を
防
ぐ
。

　
（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト・あ
！
マ
ッ
プ
か
ら
抜
粋
）

愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

「
あ
い
ち
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
推

進
協
議
会
」（
事
務
局
:県
）で
は
、11
月
第

3
水
曜
日
を「
愛
知
県
内一斉
ノ
ー
残
業
デ

ー
」と
し
て
定
め
、働
き
方
を
見
直
す
契
機

と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
11
月
20
日

（水）
は
、効
率
的
に
仕
事

を
進
め
定
時
に
退
社
し
、趣
味
や
家
族
と

の
団
ら
ん
等
の
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

県
労
働
福
祉
課

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

　

https://fam
ifure.pref.aichi

　
　

jp/aichi-w
lbaction/

愛
知
県
最
低
賃
金
は
、10
月
1
日
か
ら

時
間
額「
1
︐0
7
7
円
」に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。（
従
来
1
︐0
2
7
円
か
ら
50

円
ア
ッ
プ
）

最
低
賃
金
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
常
用・臨
時・派
遣・パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給・日
給
等
）、賃

金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

時
間
額
1
︐0
7
7
円
と
比
較
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、津
島
労
働
基
準
監
督
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

　

https://w
w

w
.city.am

a.aichi.

　
　

jp/bussiness/sangyo/kyuuzi

　
　

nn/1003892.htm
l

☎
4
8
5・6
0
7
0

FAX
4
4
3・8
2
1
0

第
15
回
あ
ま
市
文
化
祭

・
　
11
月
2
日

（土）・3
日（
日・祝
）

作
品
展
示・生
花
展
示

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

七
宝
公
民
館
、美
和
文
化
会
館
、甚
目

寺
公
民
館

芸
能
発
表
会

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

美
和
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

茶
席11

月
2
日

（土）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

美
和
文
化
会
館

※
事
前
申
込
制
の
た
め
、当
日
受
付
け

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
あ
ま
市
文
化
協
会

※
詳
細
は
、広
報
10
月
号
と一緒
に
配
布
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

あ
ま
市
文
化
協
会
事
務
局（
甚
目
寺

公
民
館
内
）

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

五
条
川
工
場
見
学
会
の
お
知
ら
せ

ご
み
処
理
施
設「
五
条
川
工
場
」の
見
学

事故の起こりやすい場所～守って事故の起こりやすい場所～守って安全・知って・知って安心～Vol.100～Vol.100

令和6年中
交通事故死亡者数

地　域 死者数
愛知県 ９１人

津島警察署管内 ６人
あま市 ３人
令和6年８月末現在

問合先　土木課
☎︎441・7113　FAX441・8387

あま市月別窃盗犯発生状況（暫定値）

手　口
令和６年
８月中

認知件数
前月比

侵入盗
（空き巣など） 3件 +2件

乗物盗
（自動車盗など） 11件 △2件

非侵入盗
（車上ねらいなど） 6件 △8件

計 20件 △8件

問合先　危機管理課
☎︎444・0862　FAX441・8330

防
　
犯

そ
の
他
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子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
強

調
月
間

期
間　
11
月
1
日

（金）
〜
30
日

（土）

ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
は
ぐ
く
も
う　

自
分
ら

し
く
生
き
る
子　
愛
知
の
子
」

取
り
組
む
べ
き
課
題（
重
点
事
項
）

・
子
ど
も・若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促

進
・
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の
支
援

・
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

・
子
ど
も・若
者
を
犯
罪
や
有
害
環
境
か
ら

守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

主
唱　
愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議

　
生
涯
学
習
課

☎
4
8
5・6
0
7
0

FAX
4
4
3・8
2
1
0

第
15
回
あ
ま
市
文
化
祭

・
　
11
月
2
日

（土）・3
日（
日・祝
）

作
品
展
示・生
花
展
示

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

七
宝
公
民
館
、美
和
文
化
会
館
、甚
目

寺
公
民
館

芸
能
発
表
会

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

美
和
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

茶
席11

月
2
日

（土）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

美
和
文
化
会
館

※
事
前
申
込
制
の
た
め
、当
日
受
付
け

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
あ
ま
市
文
化
協
会

※
詳
細
は
、広
報
10
月
号
と一緒
に
配
布
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

あ
ま
市
文
化
協
会
事
務
局（
甚
目
寺

公
民
館
内
）

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

五
条
川
工
場
見
学
会
の
お
知
ら
せ

ご
み
処
理
施
設「
五
条
川
工
場
」の
見
学

会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
11
月
10
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

（
受
付
は
正
午
ま
で
）

　
名
古
屋
市
五
条
川
工
場

　

工
場
内
の
自
由
見
学
、ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、ご
み
収
集
車
の
展
示
等

※
荒
天
時
等
に
お
け
る
当
日
開
催
に
つ
い

て
は
左
記
の
電
話
番
号
ま
た
は
こ
ち
ら

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
9
5
3・7
5
8
4

　
名
古
屋
市
五
条
川
工
場

☎
4
4
9・2
0
1
0

令
和
6
年
度
八
穂
環
境
学
習
教
室
開
催

の
お
知
ら
せ

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
で
は
、八
穂

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
月
に
1
回
八
穂
環

境
学
習
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
事
前

予
約
制
で
定
員
越
え
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
の
で
、八
穂
環
境
学
習
教
室
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
令
和
7
年
1
月
18
日

（土）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

小
学
生（
対
象
外
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
）

　
25
人

　
無
料

講
座
名　
ネ
ク
タ
イ
リ
フ
ォ
ー
ム　

折
り

た
た
み
小
物
入
れ
作
り

　
使
わ
な
く
な
っ
た
ネ
ク
タ
イ
を
使
っ
て
、

折
り
た
た
ん
で
持
ち
運
べ
る
小
物
入

れ
を
作
ろ
う
。

申
込
方
法
及
び
申
込
期
限
等
詳
し
い

内
容
は
八
穂
環
境
学
習
教
室
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://kids.atkan

kyo.or.jp/

）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

　

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合　

環
境

対
策
室

☎
0
5
6
7・6
8・6
5
0
0

FAX
0
5
6
7・6
8・6
7
0
0

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

　
11
月
15
日

（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
35
人（
先
着
順
）

●
お
正
月
飾
り
作
り

　
12
月
5
日・12
日

（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分（
両
方

参
加
で
き
る
方
）
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10
人（
要
予
約
）

　
11
月
13
日

（水）
午
前
10
時
よ
り
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
カ
ラ
オ
ケ
健
康
体
操

　
月・水・金
曜
日

午
後
2
時
〜
2
時
20
分

※
都
合
に
よ
り
、当
日
お
休
み
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
森
憩
の
家

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
脳
活

　
11
月
7
日

（木）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
間
違
い
探
し

　
11
月
19
日

（火）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
11
月
20
日

（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
お
楽
し
み
会

み
ん
な
で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う

　
11
月
12
日

（火）　
午
前
10
時
〜
11
時

　
16
人（
当
日
先
着
順
）

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り（
ぬ
り
絵
）

　
11
月
16
日

（土）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　
11
月
27
日

（水）

午
前
10
時
〜
11
時

　
14
人（
先
着
順
）

　
11
月
11
日

（月）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

虐
待
防
止
に
関
す
る
講
演
会

近
年
、高
齢
者
虐
待
の
件
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、介
護
疲
れ
や
介
護
に
関
す
る

悩
み
等
を
周
囲
に
相
談
で
き
ず
に
孤
立
し

て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

虐
待
を
防
ぐ
に
は
、地
域
ぐ
る
み
で
高

齢
者
を
守
る
だ
け
で
な
く
、虐
待
を
し
て

し
ま
っ
て
い
る
家
族
等
を
支
援
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
同
じ
地
域
に
住
む
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
機
会
に
し

ま
せ
ん
か
。

　
12
月
16
日

（月）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

開
場　
午
後
1
時
30
分

　
市
役
所
2
階　
D
会
議
室

　
70
人（
先
着
順
）

　
同
朋
大
学　
社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科

教
授　
汲く

み
田た  

千ち
か
こ賀

子 

氏

　
介
護
家
族
の
現
状
か
ら
み
る
高
齢
者

虐
待
の
実
際

　
無
料

　

あ
ま
市
虐
待
等
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会

　
12
月
9
日

（月）
午
後
5
時
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
ま
で
、電
話
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト（
電
子
申
請
）で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
高
齢
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
4
1

FAX
4
4
3・2
5
7
1

あ
ま
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
講
演

会高
齢
者
の
誰
も
が
健
や
か
に
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
深
化・推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

藤ふ
じ
の野

あ
ゆ
み
氏（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）を

お
迎
え
し
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
テ
ー
マ

「
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
鍵
は
、フ
レ
イ
ル
予
防
」

〜
フ
レ
イ
ル
っ
て
何
?
は
じ
め
て
聞
い
た

方
も
、ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
、

一緒
に
フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
み
ま
せ
ん

か
?
〜

　
11
月
21
日

（木）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
美
和
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す

　
2
0
0
人（
先
着
順
）

　
無
料

　
11
月
14
日

（木）
午
後
5
時
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
、電
話
、F
A
X
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
電
子
申
請
）で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・2
5
7
1

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
i
n
あ

ま
2
0
2
4
点
灯
式
の
お
知
ら
せ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
i
n
あ

ま
2
0
2
4

『 The Christm
as 

』 

〜
サ
ン
タ
か
ら

の
贈
り
物
〜

あ
ま
市
美
和
文
化
の
杜・ふ
れ
あ
い
の
森

一帯
を
30
万
球
の
灯
り
で
埋
め
尽
く
し
ま
す
。
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今
年
で
20
回
目
を
迎
え
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、テ
ー
マ
を『The Christm

as
』〜
サ
ン
タ
か
ら
の
贈
り
物
〜
と
し
、子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て
の
世
代
が
心

か
ら
楽
し
め
る
希
望
あ
ふ
れ
る
明
る
い
世

界
を
光
で
表
現
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト・飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
の
催
し
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
11
月
23
日（
土・祝
）

午
後
5
時
30
分
〜

　
あ
ま
市
美
和
文
化
の
杜

　

駐
車
場
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

お
車
で
お
越
し
の
際
は
乗
り
合
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
あ
ま
市
商
工
会

☎
4
4
2・8
8
3
1

FAX
4
4
3・1
5
1
5

あ
ま
市
女
性
の
会「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
」

　
12
月
1
日

（日）　
午
後
1
時
〜
3
時

　
甚
目
寺
公
民
館　
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ

エ
　

申
込
不
要
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
あ
ま
市
女
性
の
会　
濱は

ま

島じ
ま

☎
4
4
4・0
3
3
5

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
推
進
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

愛
知
県
で
は
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン

ス
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、『
経
営
戦

略
上
の
重
要
課
題
に
取
り
組
む
〜
働
き
方

改
革
取
組
事
例
〜
』を
テ
ー
マ
に
、専
門
家

に
よ
る
基
調
講
演
や
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ

ラ
ン
ス
の
推
進
に
取
り
組
む
企
業
を
交
え

た
企
業
事
例
紹
介
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実

施
し
ま
す
。

　
11
月
20
日

（水）　

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
　
（
開
場
:午
後
1
時
）

　
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
1
3
0
1
会
議
室

※
オ
ン
ラ
イ
ン（Zoom

）で
も
開
催
。

　
企
業
経
営
者
、管
理
職
、労
働
者
等

　
会
場
:30
人
、オ
ン
ラ
イ
ン
:30
人

※
先
着
順

　

無
料（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
通
信
料

は
自
己
負
担
）

　
11
月
14
日

（木）
ま
で
に
、ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー

ム（https://w
w

w
.starcat.co.

jp/w
lb-tow

n-m
eeting-202

　
　

411/

）か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ス
タ
ー
キ
ャ
ッ
ト・ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社（
県
委
託
先
）

 aichi_tow
nm

eeting2024
@

starcat.co.jp

県
労
働
福
祉
課

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

家
庭
教
育
講
座「
小
学
生
親
子
ポ
ー
セ

ラ
ー
ツ
講
座
」

家
庭
教
育
と
は
、親
と
子
が
と
も
に
学

び
、と
も
に
成
長
す
る
家

庭
で
の
教
育
で
す
。

　
12
月
1
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

　
美
和
公
民
館
2
階　
会
議
室

　
小
学
1
〜
6
年
生
と
保
護
者

　
10
組（
先
着
順
）

　
お
好
み
の
転
写
紙
を
白
磁
に
水
貼
り

し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食
器
を
作
り
ま
す
。

親
子
で
お
気
に
入
り
の
食
器
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

※
専
用
の
電
気
炉
で
焼
成
し
ま
す
の
で
、  

後
日
お
渡
し
と
な
り
ま
す
。

　
S

サ
ロ
ン

alon d

ドe M

モ
ユ

O
YU

　

　
　
籾も

み

山や
ま 

由ゆ
き
こ紀

子 

氏

　
一
作
品　

1
︐5
0
0
円（
子
ど
も
1

人
に
つ
き
1
作
品
ま
で
）　

マ
グ
カ
ッ
プ
か
平
皿
か
ら
好
き
な
方

を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

　

11
月
4
日（
月・振
）か
ら
17
日
㈰
ま

で
に
美
和
公
民
館
窓
口
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

　
美
和
公
民
館（
木
曜
日
休
館
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

あ
ま
市
内
中
学
校
絵
画
展

市
内
中
学
校
美
術
部
員
が
制
作
し
た

絵
画
な
ど
の
美
術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

若
々
し
い
感
性
に
満
ち
た
、個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
11
月
7
日

（木）
〜
24
日

（日）

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

※
平
日
の
月
曜
日
を
除
く
毎
日

　
美
和
文
化
会
館
2
階　
ロ
ビ
ー

　
市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

　
無
料

出
展
校  

美
和
中
学
校
、甚
目
寺
南
中
学
校

　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

文
化
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー

〜
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
芸
術
劇
場
〜

年
末
恒
例
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー
。
今

年
は『
シ
ン
デ
レ
ラ
』を
上
演
し
ま
す
。
県

内
唯一学
生
演
劇
部
卒
業
生
の
演
劇
ユ
ニ
ッ

ト「
4
年
椿
組
」に
よ
る
本
格
的
な
公
演
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
12
月
8
日

（日）　
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開
場　
午
後
2
時
30
分

　
開
演　
午
後
3
時

　
美
和
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

　
市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

　
7
0
0
人

※
上
演
中
に
他
の
お
客
様
に
ご
迷
惑
が
か

か
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、退
出
及

び
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
名
経
大
高
蔵
演
劇
部
卒
業
生
に
よ
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー
。

　
7
0
0
円

小
学
生
以
下
の
お
子
様
は
、保
護
者

同
伴
及
び
専
用
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

美
和
文
化
会
館
窓
口
に
て
、好
評
発

売
中（
平
日
の
月
曜
日
は
除
く
）。
定

員
に
な
り
次
第
、販
売
を
終
了
し
ま

す
。

　

4
年
椿
組
、あ
ま
市
美
和
文
化
会
館　

指
定
管
理
者
ホ
ー
メ
ッ
ク
ス
株
式
会

社
　
あ
ま
市
教
育
委
員
会

　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

親
子
パ
ン
作
り
教
室

親
子
で
楽
し
く
パ
ン
作
り
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
。

　
12
月
14
日

（土）

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

　

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階　

栄

養
指
導
室

　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
8
組（
先
着
順
）

　
山や

ま
う
ち内 

三み
つ
こ津

子 

氏

　

1
組
1
︐0
0
0
円（
申
し
込
み
時
に

お
釣
り
が
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
）　

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
2
枚
、

飲
み
物
、持
ち
帰
り
用
の
容
器（
箱
な

ど
）、マ
ス
ク
等

　

11
月
9
日

（土）
〜
15
日

（金）
、午
前
9
時

〜
午
後
5
時

　
　

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。（
日
曜
日
は
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
代

理
も
し
く
は
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
）

　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
4
4
4・5
3
9
3

身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当〈
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
〉

　
11
月
24
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

　

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
講

堂
　

あ
ま
市
、大
治
町
に
在
住
、在
勤
ま

た
は
在
学
の
方
で
満
15
歳
以
上
の
方

　

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
、救
命
処
置

（
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
）

　
15
人

　
無
料

　

11
月
4
日（
月・振
）か
ら
17
日

（日）
ま

で
に
消
防
本
部
ま
た
は
各
消
防
署
へ

救
命
講
習
受
講
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

団
体・グ
ル
ー
プ
等
で
受
講
希
望
の

場
合
は
、指
導
員
が
出
向
し
、講
習

を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

社
会
情
勢
に
よ
っ
て
日
程
及
び
講
習

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

救
命
講
習
受
講
申
請
書
は
、海
部
東

部
消
防
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、消
防

本
部
ま
た
は
各
消
防
署
窓
口
に
て
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
消

防
課

☎
4
4
2・1
6
0
5

初
心
者
向
け

筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習

筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
初
心
者
を

対
象
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
を
行
い

ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
の
正
し
い
使

い
方
を
理
解
し
、筋
力
ア
ッ
プ
や
持
久
力

を
向
上
さ
せ
、健
康
増
進
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
①
11
月
5
日
㈫
、12
月
3
日
㈫

　
　
②
11
月
10
日
㈰
、12
月
8
日
㈰

　
　
③
11
月
20
日
㈬
、12
月
18
日
㈬

※
①
②
午
前
10
時
〜
11
時

※
③
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30
分

　
七
宝
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
中
学
生
以
上
の
方

※一度
受
講
さ
れ
た
方
も
申
込
で
き
ま
す
。

　
各
開
催
日
と
も
5
人
程
度

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
料（
大
人

4
0
0
円
、
学
生
及
び
60
歳
以
上

1
3
0
円
）

　
運
動
が
で
き
る
服
装（
T
シ
ャ
ツ
等
）・

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ・タ
オ
ル・飲
み
物・

学
生
の
方
は
学
生
証
、60
歳
以
上
の

方
は
身
分
証
明
書

　

事
前
に
七
宝
総
合
体
育
館
窓
口
、電

話
ま
た
は
F
A
X
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
月
曜
日
休
館
）

※
F
A
X
で
の
申
込
み
の
場
合
は
、氏
名
、

年
齢
、性
別
、連
絡
が
取
れ
る
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1・5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会「
あ
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

の
ご
案
内

あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会
の
イ
ベ
ン
ト「
あ
ま
チ

ャ
ン
ネ
ル
」を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。
高

齢
者
の
介
護
予
防・認
知
症
予
防
に
つ
な
げ
、

元
気
年
齢
を
伸
ば
そ
う
と
企
画
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
多
世
代
が
笑
っ
て
楽
し
く
過

ご
せ
る
1
日
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
11
月
2
日

（土）

　
午
前
9
時
45
分
〜
午
後
3
時

　
甚
目
寺
総
合
福
祉
会
館

　
ど
な
た
で
も

　

手
作
り
ゲ
ー
ム
、体
操
、パ
ン
食
い

競
争
、歌
、脳
ト
レ
、健
康
チ
ェッ
ク
、

大
抽
選
会

　

3
0
0
円（
お
に
ぎ
り
2
個
、お
茶
、

あ
ん
ぱ
ん
、タ
オ
ル
代
含
む
）

　
あ
ま
市
、あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
　
あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会　
渡わ

た
な
べ邉

☎
0
9
0・3
1
5
8・6
1
5
2
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☎
4
4
1・5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会「
あ
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

の
ご
案
内

あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会
の
イ
ベ
ン
ト「
あ
ま
チ

ャ
ン
ネ
ル
」を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。
高

齢
者
の
介
護
予
防・認
知
症
予
防
に
つ
な
げ
、

元
気
年
齢
を
伸
ば
そ
う
と
企
画
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
多
世
代
が
笑
っ
て
楽
し
く
過

ご
せ
る
1
日
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
11
月
2
日

（土）

　
午
前
9
時
45
分
〜
午
後
3
時

　
甚
目
寺
総
合
福
祉
会
館

　
ど
な
た
で
も

　

手
作
り
ゲ
ー
ム
、体
操
、パ
ン
食
い

競
争
、歌
、脳
ト
レ
、健
康
チ
ェッ
ク
、

大
抽
選
会

　

3
0
0
円（
お
に
ぎ
り
2
個
、お
茶
、

あ
ん
ぱ
ん
、タ
オ
ル
代
含
む
）

　
あ
ま
市
、あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
　
あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会　
渡わ

た
な
べ邉

☎
0
9
0・3
1
5
8・6
1
5
2

あ
な
た
の
お
宅
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

や
っ
て
く
る
!

あ
ま
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、青
年
部

員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
ふ
ん
し
て
、お
宅

へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届
け
す
る
交
流
事
業

を
計
画
し
ま
し
た
。

　
12
月
23
日

（月）

　
午
後
6
時
〜
8
時（
時
間
指
定
不
可
）

　

市
内
在
住
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
家

族
　

30
家
族（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

　
無
料

　

往
復
は
が
き
に
、住
所
、保
護
者
と

お
子
さ
ま
の
名
前（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、

電
話
番
号（
当
日
必
ず
連
絡
が
取
れ

る
も
の
）を
明
記
し
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。（
12
月
13
日

（金）
必
着
）

〒
4
9
0ｰ

1
1
1
1

あ
ま
市
甚
目
寺
東
大
門
8

あ
ま
市
商
工
会
事
務
局　
サ
ン
タ
係

　
あ
ま
市
商
工
会

☎
4
4
2・8
8
3
1

不
登
校
、問
題
行
動
の
親
の
会

子
ど
も
の
不
登
校
、問
題
行
動
に
悩
む

親
の
心
の
ケ
ア
や
居
場
所
と
し
て
、親
の

会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
活

動
す
る
市
民
活
動
団
体
と
連
携
し
て
い
ま

す
の
で
、ご
自
身
に
合
う
居
場
所
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
親
自
身
が
心
を
軽
く
し
て
、少

し
で
も
前
に
進
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

※
ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
助
成
事
業

【
11
月
の
親
の
会
】

　
11
月
9
日

（土）　
午
前
10
時
〜
正
午

　
美
和
公
民
館
2
階　
会
議
室
1

　
5
0
0
円

　
ら
ん
ぷ
る
う
む（
当
日
の
運
営
団
体
）

　
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　
N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

☎
4
4
9・2
1
7
7

ス
マ
ホ
初
心
者
向
け
講
座

　
11
月
23
日（
土・祝
）　

午
前
9
時
〜
10
時

※
雨
天
決
行

　
文
化
の
杜　
ふ
れ
あ
い
の
森

※
当
日
は
美
和
文
化
会
館
1
階
ロ
ビ
ー
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

　
無
料

　
15
人

　

ふ
れ
あ
い
の
森
を
散
策
し
な
が
ら
、

四
季
折
々
の
樹
木
を
ス
マ
ホ
で
撮
影
。

ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
機
能
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
高た

か
は
し橋 

直な
お
ひ
ろ弘（

美
和
文
化
会
館
館
長
）

　
ス
マ
ホ
、飲
み
物
、タ
オ
ル

　
11
月
22
日

（金）
ま
で
に
美
和
文
化
会
館

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い（
平
日
の
月
曜
日
は
除
く
）。

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

第
15
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

一
般
女
子
と
高
校
生
女
子
の
部

中
学
生
女
子
の
部

　
12
月
8
日
㈰

（
雨
天
時
は
中
止
）

開
始　
午
前
9
時

　
七
宝
鷹
居
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
の
女

性
の
方
で
、9
人
以
上
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
ま
た
は
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
所
属
チ
ー
ム

開
会
式・監
督
者
会・抽
選
会

11
月
21
日

（木）　
午
後
7
時
か
ら

七
宝
総
合
体
育
館　

1
階
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
室

チ
ー
ム
編
成　

監
督・コ
ー
チ・ス
コ
ア
ラ

ー
各
1
人
、選
手
9
人
以
上
と
す
る（
監

督・コ
ー
チ・ス
コ
ア
ラ
ー
が
選
手
を
兼
ね

る
場
合
は
、必
ず
選
手
登
録
を
す
る
こ

と
）。

　
一
般
女
子
は
1
チ
ー
ム
1
︐0
0
0
円
、
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高
校
生
女
子
と
中
学
生
女
子
は
無
料

（
監
督
者
会
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

　
11
月
1
日
㈮
〜
10
日
㈰

　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1・5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

第
15
回
市
民
卓
球
大
会

中
学
生
の
部

シ
ン
グ
ル
ス（
男
子・女
子
）

　
12
月
14
日
㈯　
午
前
8
時
30
分

　

市
内
在
住
の
中
学
生（
市
内
中
学
校

に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
学
校
単
位

で
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

　

1
人
2
0
0
円（
大
会
当
日
に
会
場

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）　

　
11
月
1
日
㈮
〜
22
日
㈮

一般
の
部　

シ
ン
グ
ル
ス（
男
子・女
子
）、ダ
ブ
ル
ス

に
よ
る
団
体
戦

　
12
月
15
日
㈰　
午
前
8
時
30
分

　

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

で
、高
校
生
以
上
の
方

　

1
人
5
0
0
円（
申
込
み
時
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
）

　
11
月
1
日
㈮
〜
15
日
㈮

共
通
事
項

　
七
宝
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
あ
ま
市
卓
球
協
会

　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1・5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

 

市
民
大
会
共
通
事
項

・
参
加
申
込
書
を
ご
記
入
の
う
え
、七
宝・

甚
目
寺
総
合
体
育
館（
月
曜
休
館
）、美

和
公
民
館（
木
曜
休
館
）に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

・
参
加
費
は
申
込
み
時
、ま
た
は
各
大
会

の
指
定
す
る
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

・
競
技
中
に
お
け
る
選
手
の
疾
病
な
ら
び

に
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、応
急
処
置
は
い
た

し
ま
す
が
、そ
の
後
の
責
任
は
保
険
の

範
囲
内
と
し
ま
す
。

・
参
加
者
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

場
合
、参
加
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
参
加
申
込
書
に
記
載
さ
れ
る
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
本
大
会
開
催
に
か
か
る
事

務
以
外
の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

第
15
回
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　
8
月
4
日
㈰

　
甚
目
寺
総
合
体
育
館　
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
結
果

優　
勝　
オ
リ
ー
ブ（
秋あ

き
た田 

香か
お
り・池い
け 

喜よ
し
こ子・

川か
わ
か
み上 

順じ
ゅ
ん
こ子・鈴す
ず
き木 

憲の
り
よ代・都つ
づ
き筑 

博ひ
ろ
こ子・

横よ
こ
い井 

妙た
え
こ子・若わ
か
ま
つ松 

聖せ
い
こ子

）

準
優
勝　

ヒ
マ
ワ
リ（
大お

お
や矢 

文ふ
み
こ子・佐さ
と
う藤 

操み
さ
こ子・菅す
が
わ
ら原 

徳の
り
こ子・鈴す
ず
き木 

和か
ず
え江

）

第
3
位　

ユ
リ（
久く

ぼ
で
ら

保
寺 

広ひ
ろ
み美・沢さ
わ
だ田

京き
ょ
う
こ子・花は
な
む
ら村 

清き
よ
こ子・山や
ま
も
と本 

紀の
り
こ子

）
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七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画「
シ
マ
エ

ナ
ガ
の
七
宝
ペ
ン
ダ
ン
ト
」

　

11
月
16
日

（土）・19
日

（火）・20
日

（水）・21

日
（木）・24
日

（日）
の
い
ず
れ
か
一
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
交
流
工
房

　
40
人（
先
着
順
）

　
愛
ら
し
い
鳥
で
人
気
と
な
っ
た
、シ
マ

エ
ナ
ガ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
七
宝
焼
を

作
り
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
縦
横
約
2.5
セ

ン
チ
で
す
。

　
3
︐0
0
0
円

　

11
月
1
日

（金）
よ
り
、窓
口
も
し
く
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画「
干
支

（
巳
）の
額
絵
」

　

12
月
4
日

（水）・12
日

（木）・15
日

（日）・20

日
（金）・21
日

（土）
の
い
ず
れ
か
一
日　

　
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
交
流
工
房

　
30
人（
先
着
順
）

　

毎
年
恒
例
の
干
支
の
額
絵
。
来
年
の

干
支「
巳へ

び

」の
額
絵
で
新
年
を
迎
え
る

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

作
品
は
約
10
セ
ン
チ
角
で
、額
は
約

22
セ
ン
チ
角
で
す
。

　
7
︐0
0
0
円（
額
付
）

　

11
月
26
日

（火）
よ
り
、窓
口
も
し
く
は

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

伝
統
文
化
映
画
会

「
呉ご

す
ざ
ん
ま
い

須
三
昧　
近こ

ん
ど
う藤
悠ゆ

う
ぞ
う三
の
世
界
」

　
11
月
9
日

（土）・10
日

（日）

午
前
11
時
〜
、午
後
2
時
〜

　
交
流
工
房

　
各
回
30
人（
先
着
順
）

　
陶
芸
の
人
間
国
宝
で
あ
る
近
藤
悠
三

氏
の
技
や
芸
術
論
、人
生
論
を
通
じ

て
、人
間
の
生
き
方
を
考
え
ま
す
。

（
上
映
時
間
32
分
）

七
宝
職
人
さ
ん
大
集
合

　
11
月
23
日（
土・祝
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

（
正
午
〜
午
後
1
時
は
休
み
）

　
実
演
コ
ー
ナ
ー

　

七
宝
職
人
が
全
工
程
に
勢
揃
い
し
て

技
を
披
露
し
ま
す
。
職
人
の
技
を
間

近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機

会
で
す
。

　
無
料

L
e
t̓
s
職
人
体
験

①
素
地
体
験
コ
ー
ス「
お
皿
を
作
ろ
う
」

直
径
15
セ
ン
チ
の
円
板
を
叩
い
て
お
皿

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
12
月
7
日

（土）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
素
地
工
房

　
3
人（
先
着
順
）

　
2
︐5
0
0
円

②
植
線
体
験
コ
ー
ス「
有
線
七
宝
の
ブ
ロ
ー

チ
を
作
ろ
う
」

直
径
5
セ
ン
チ
の
丸
い
銅
板
に
銀
線
で

作
っ
た
パ
ー
ツ
を
並
べ
て
簡
単
な
植
線

体
験
。
七
宝
釉
薬
を
焼
付
け
て
仕
上
げ

ま
す
。

　
12
月
7
日

（土）

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

　
交
流
工
房

　
各
回
10
人（
先
着
順
）

　
2
︐5
0
0
円

　
①
②
ど
ち
ら
も
11
月
1
日

（金）
よ
り
窓

口
も
し
く
は
電
話
に
て
受
け
付
け
ま

す
。

尾
張
七
宝
の
匠
の
美

「
第
42
回
尾
張
七
宝
新
作
展
」

尾
張
七
宝
協
同
組
合
が
約
1
9
0
年
の

伝
統
の
技
術・技
法
を
受
け
継
い
だ
伝
統

的
工
芸
品「
尾
張
七
宝
」の
新
作
を
発
表
す

る
第
42
回
尾
張
七
宝
新
作
展
を
開
催
し
ま

す
。現

代
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
や
作
風
を
取

り
入
れ
た
花
瓶
、額
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、常
設
展
示
室
も
無
料
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新
作
展
に
合
わ
せ
て
、交
流
ホ
ー
ル
に

◆
開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
今
月
の
休
館
日　
５
日
（火）・11
日
（月）・18
日
（月）・25
日
（月）

◆
問
合
先　
☎
4
4
3・7
5
8
8　
FAX
4
4
3・7
1
2
2
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て
芸
術
大
学
生
の
七
宝
作
品（
帯
留
な
ど
）

の
展
示
会
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、産
学
連
携
授
業
と
し
て

素
地
作
り
か
ら
帯
留
の
金
具
作
り
ま
で
、

学
生
が
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
会
場
と
し
て

制
作
し
た
も
の
で
す
。
若
い
感
性
を
生
か

し
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
22
日

（金）
〜
24
日

（日）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

　
企
画
展
示
室

　
無
料

　
尾
張
七
宝
協
同
組
合

　

愛
知
県
、あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委

員
会
、あ
ま
市
観
光
協
会

【会員募集】
八ツ屋合気道クラブ

どなたでも1か月無料体験出来ま
す。不慮の災難‼自分の身を守り
友達を守ってあげることが出来る
合気道を身に付けませんか。一生
涯楽しめる武道です。週4回、1か
月18回どの日でも参加出来ます。
時  毎週日曜日　午前10時～11時

毎週火曜日　午後6時30分～
　　　　　　7時30分

所  七宝総合体育館
￥  月3,000円
申  八

やつやあいきどう

ツ屋合気道クラブ　伊
いとう

藤
443・0468

【会員募集】
優楽英会話クラブ

初心者から上級者、女性男性、高
齢の方までたくさんみえます。見
学大歓迎です。気楽にご参加くだ
さい。
時  毎週金曜日

午後6時45分～8時45分
所  美和公民館
￥  入会金2,500円

月3,000円
問  優

ゆうらくえいかいわ

楽英会話クラブ　山
やまだ

田
090・8135・7769

【参加者募集】
絵手紙無料体験教室

ヘタでいいヘタがいいがモットー
の絵手紙です。誰でも気軽に始め
られます。一緒に楽しい時を過ご
しましょう。
時  毎月第2・3水曜日　

午前10時～正午
（体験は1日のみ）

所  甚目寺公民館
申  第2・3火曜日までにお電話で

お申込みください。
問  絵手紙サークル風の音

ね

　山
やまだ

田
090・7910・7541

【参加者募集】
プロテニスコーチレッスン

F
フライデー

riday　N
ナイス

ice硬式テニスでは、プ
ロのテニスコーチをお迎えしてア
ドバイスを行います。
時  11月15日(金)

午後７時～９時
（予備日11月22日（金）同時間）

所  甚目寺南中学校　テニスコー
ト

￥  300円
申  11月13日(水)までに下記電

話番号へショートメールをお
送りください。（お名前のご記
入をお願いします）

問  F
フライデー

riday　N
ナイス

ice　山
やまだ

田
090・3573・6492

【参加者募集】
第11回ギター音楽祭

午前10時20分からギターソロ、
午後1時15分からゲスト演奏と楽
しいギター合奏です。ロビーでは、
ギター展示会も開催します。
時  11月17日(日)

午前10時20分～ギターソロ
午後1時15分～ゲスト演奏

所  美和文化会館　大ホール
￥  入場無料
申  ご自由にお越しください。
問  ギターミュージッククラブ

大
おおえ

江　090・4265・6491

【参加者募集】
七宝焼の釉薬さしを体験しよう

道具はすべてこちらで用意します。
あとは釉薬をさしてもらう作業の
みです。自由に釉薬をさしてみま
しょう。
時  11月2日(土)・3日(日・祝)

午前9時～午後4時
（3日(日・祝)は午後3時まで）

所  七宝公民館2階　視聴覚室
￥  500円

（1,500円コースもあります）
申  直接七宝公民館にお越しくだ

さい。
問  七宝町七宝焼クラブ　伊

いとう

藤
444・6089

　

　あま市　あま市「み「みんなの掲示板」んなの掲示板」
〜皆さんの活動情報お知らせください〜 

1月号締切　11月5日(火)まで　2月号締切　12月5日(木)まで
人事秘書課　 444・1713　 444・1351

11月は伝統工芸品月間

新しい。美しい。暖かい。
済産業大臣指定
伝統的工芸品

「尾張七宝」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   第58回全国道場少年剣道大会 出場おめでとう
清須吉法師会に所属する、甚目寺中学校2年生の加

かとう
藤

空
そら

さんが、標記大会への出場を報告するために、8月5日
（月）に市長を表敬訪問されました。市長からは「全国大会
出場おめでとうございます。指導者やご家族の皆様への
感謝の気持ちを忘れず、次の大会でも素晴らしい成績を
収めていただきたい」とお祝いの言葉がありました。

なお、ご都合により欠席されましたが、甚目寺東小学校
6年生の松

まつばら
原圭

けいたろう
太朗さんも同大会で活躍されました。全国

大会出場おめでとうございます。

令和6年度ボランティア活動功労者表彰に輝く
長年にわたりボランティア活動をされている「美和おは

なしグループ　グー・チョキ・パー」さんが愛知県の令和6
年度ボランティア活動功労者表彰を受賞されました。

当団体は平成4年4月以後、32年間にわたり児童の健
全育成を目的とした読み聞かせを軸とし、多岐にわたるボ
ランティア活動を継続的に実施されており、この顕著な功
績が認められ、受賞の運びとなりました。おめでとうござ
います。

宝くじの助成金で整備しました
宝くじの社会貢献広報事業として、一般財団法人自治総合

センターが行う一般コミュニティ助成事業の助成を受け、あま
市金岩地区コミュニティ協議会が活動活性化用のテント等の
整備を行いました。

この助成は同センターが地域コミュニティの活動の充実・強
化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向
上に寄与するための事業です。

今回の備品整備によって、地域住民が自主的に行うコミュ
ニティ活動の更なる活性化が期待されます。

あま地産地消ふれあい軽トラ市
七宝焼アートヴィレッジ敷地内において、市近郊で生

産された野菜などを生産者が販売する軽トラ市を開催
しています。天候や販売状況等により終了時間が早く
なることもあります。
日　時　毎週日曜日　午前７時～9時
問合先　七宝焼アートヴィレッジ

☎︎443・7588　FAX443・7122



11 図
書
館
情
報

月の行事予定
行事名 日時 場所 対象 内容

美和図書館

読書会 7日（木）
午前10時〜11時30分 会議室 一般

課題本
『佐賀のがばいばあ
ちゃん』島

しまだようしち
田洋七/著　

徳間書店

グー・チョキ・パー
のおはなし会　

9日（土）
午後2時〜2時30分

おはなし
コーナー

幼児・
児童

グー・チョキ・パーの
メンバーによる楽し
いおはなし会

もこもこの
おはなし会　

12・26日（火）
午前10時30分〜11時

おはなし
コーナー

乳児・
幼児

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます

子どもの本の会 14日（木）
午前10時〜11時30分 会議室 一般 「スギヤマカナヨ」に

ついて
語りの会
おはなしペロリ

15日（金）
午後2時〜4時 会議室 一般 ストーリーテリングの

練習をしています
お楽しみ
おはなし会　

16日（土）
午後2時〜2時30分

おはなし
コーナー

幼児・
児童

絵本・紙芝居等の読み
聞かせなどを行います

行事名 日時 場所 対象

甚目寺公民館図書室

この本
だいすきの会の
よみきかせ

2・16・23・30日（土）
午後2時〜2時30分 図書室 幼児・

児童

おどうぐばこの
かみしばい

9日（土）
午前10時〜10時30分 図書室 幼児・

児童

	 ※詳しくは美和図書館までお問い合わせください。

☆特別展示「読書人形展」

引き続き、図書館利用カードのデザインをされた溝
みぞぐち
口真

ますみ
澄さん（東京大学附属図書館 司書（上

席係長））から、読書している人形のコレクションをお借りして展示します。
期間 10月19日（土）〜12月6日（金）
☆認知症予防講座「脳トレ!筋トレ!素敵な笑顔で免疫力あっぷ!」
日時 11月15日（金）午前10時〜正午
場所 多目的ホールA
担当 文化会館館長：高

たかはし

橋直
なおひろ

弘（体操）　図書館長：千
ちむら

邑淳
じゅんこ

子（音読）
参加費 600円 定員 30人
動きやすい服装、飲み物・タオル・筆記用具持参。申込受付中。
☆もこもこのおはなし会&ちくちく手づくりの会
図書館30周年を記念して、乳幼児向けおはなし会を見た後に小物の手芸を行います。
日時 12月17日（火）午前10時〜正午 場所 多目的ホールABC
第1部 もこもこのおはなし会　午前10時〜10時30分（参加自由）
第2部 ちくちく手づくりの会　午前10時30分〜正午（事前申込が必要、おはなし会参加必須）
講師 加

かとう

藤 弘
ひろこ

子氏・浅
あさの

野	栄
えみよ

美代氏（ちくちく手づくりの会　会員）
テーマ「サンタクロース」 材料費 500円 定員 20人
申込 11月16日（土）午前9時〜図書館カウンター、または電話にて。

今月のパソコン・スマホ・タブレット相談室
使い方でお悩みの方、ボランティア相談員がやさしく丁寧に教えます。お気軽にお越しください。持ち込み相談もできます。※中止または日程変更となる場合があります。

場所 日時 問合先

七宝公民館読書室 11月6日（水）・16日（土）
午前10時〜11時30分

七宝公民館
☎444・2511	FAX444・2512

甚目寺公民館相談室 11月13日（水）	午後4時〜5時30分
11月29日（金）	午後2時〜4時

甚目寺公民館
☎444・1621	FAX443・9778

美和歴史民俗資料館研修室 11月25日（月）
午前10時〜11時30分

美和公民館
☎442・2261	FAX446・0070

（美和図書館所蔵）

『やらなくてもいい宿題
謎の転校生 算数バトル編』

結
ゆうき

城 真
しんいちろう

一郎∥作　主婦の友社

算数の天才東
しののめかずと

雲数斗のクラスにやって
きた転校生のナイトウさんは、自分のこ
とは一切話さず、何を聞かれても答えは
内緒。数斗はそんな彼女にある疑惑を持
つ。「私の出す問題に正解したら質問に
答えるよ」から始まった数斗とナイトウさ
んの勝負は、一癖も二癖もある算数の問
題だった。数斗は問題を解き、彼女の謎
を明かすことができるのか。ナイトウさ
んの宿題は大人も楽しめておすすめです。

美和図書館
開館時間 9月〜3月　午前9時〜午後5時
 4月〜8月　午前9時〜午後6時
休館日 月曜日（祝日は開館）
 11月22日（金）（館内整理日）

問合先　美和図書館　☎449・1070　FAX443・7496

甚目寺公民館図書室
開室時間 午前9時〜午後5時
休館日 月曜日
雑誌の譲与 11月14・28日（木）午前10時〜
※雑誌の譲与は公民館1階ロビーで行います。

問合先　甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778

七宝公民館読書室
開室時間 午前9時〜午後5時
休館日 月曜日
貸出日時 毎週金曜日 午前9時〜午後5時、
 第3日曜日 午後1時〜5時
※児童コーナーができました。親子でご利用ください。
問合先　七宝公民館　☎444・2511　FAX444・2512
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市では、未就園児を中心に地域全体で子育て家庭を支援するため、地域子育て支援拠点事業として「子育て支援
センター事業」と「つどいの広場事業」を実施しています。

子育て中の親子が、いつでも気軽に利用できる場です。
子どもと遊んで、子ども同士の関わりあいや親同士の交
流も楽しめます。また、子育ての不安や悩みについての相
談にのることもできます。いろいろな行事を行っており
ますので、ぜひ皆さんのご利用をお待ちしております。パ
パの参加もお待ちしております。

《子育て支援センター事業》

つどいの広場は主に乳幼児を持つ親子が気軽に集い、
打ち解けた雰囲気の中で語り合い、交流を図る場です。専
任の子育てアドバイザーが子育てに対する疑問、不安等
相談に応じます。あそびにきてね!

《つどいの広場事業》

場　所　七宝高齢者生きがい活動センター
日　時　月〜金曜日　※祝日はお休みします。

午前9時30分〜正午　　午後1時〜3時30分　　　　　	
詳細につきましては、七宝子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
11月8日（金）　午前11時〜11時30分

●看護師による講話
11月11日（月）　午前11時〜11時30分

●ほんわか広場〔乳幼児をもつ親子〕（各回親子で26人程度）
11月15日（金）　午前9時30分〜10時20分　午前10時40分〜11時30分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。

要申込要申込11月5日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月〜11か月のお子さんとその親〕
（親子で28人程度）
11月22日（金）　午後1時30分〜2時30分
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。

要申込要申込11月1日（金）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
11月26日（火）	午前11時〜11時30分

問合先　七宝子育て支援センター　☎442・2420

七宝子育て支援センター

場　所　昭和保育園
日　時　月〜金曜日　※祝日はお休みします。

午前9時〜正午	　午後1時〜3時
詳細につきましては、甚目寺子育て支援センターにお
問い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●絵本の読み聞かせ〔乳幼児をもつ親子〕
11月5日（火）　午前11時〜11時30分

●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
11月11日（月）　午前11時〜11時30分

●わくわく広場〔乳幼児をもつ親子〕（各回親子で24人程度） 
11月18日（月）　午前9時30分〜10時20分　午前10時40分〜11時30分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。

要申込要申込11月5日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月〜11か月のお子さんとその親〕
（親子で40人程度）
11月26日（火）　午後1時30分〜2時30分
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。

要申込要申込11月1日（金）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●リトミックあそび〔市内在住の親子〕（親子で24人程度）
11月29日（金）午前10時30分〜11時30分

要申込要申込11月6日（水）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　甚目寺子育て支援センター　☎444・6663

甚目寺子育て支援センター

場　所　美和児童館
日　時　毎週火・水・木・金曜日　※祝日はお休みします。

午前9時30分〜正午	　午後1時〜3時30分　
詳細につきましては、美和つどいの広場にお問い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
11月14日（木）　午前10時〜10時20分

●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
11月20日（水）　午前11時〜11時30分

●にこにこベビーデー〔満 1歳までのお子さん優先の日〕（親子
で16人程度）11月21日（木）　午後1時30分〜2時30分

要申込要申込11月1日（金）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●ふれあい広場（腹話術）〔乳幼児をもつ親子〕（親子で16人程度）　
11月26日（火）　午前10時30分〜11時20分

要申込要申込11月5日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●親子リズム体操あそび〔市内在住の乳幼児をもつ親子〕（親子
で30人程度）11月29日（金）　午前10時30分〜11時30分

要申込要申込11月6日（水）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和つどいの広場　☎442・3515

美和つどいの広場

TO³クラブ〔市内在住の満1歳以上、未就園の親子〕登登録録制制
11月		5日（火）	 萱津保育園	 11月		7日（木）	 七宝北部保育園
11月13日（水）	 昭和保育園	 11月28日（木）	 新居屋保育園
問合先　保育課　☎485・5988　FAX443・2571

場　所　美和保健センター
日　時　月〜金曜日　※祝日はお休みします。

午前9時30分〜正午　午後1時〜3時30分　　　　　	
詳細につきましては、美和子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔	　〕内は、各行事の対象者
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
11月6日（水）	午前11時〜11時30分

●にこにこ広場〔乳幼児をもつ親子〕（各回親子で22人程度）
11月13日（水）　午前9時30分〜10時20分　午前10時40分〜11時30分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。

要申込要申込11月5日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
11月14日（木）　	午前11時〜11時30分

●バランスボールでママリフレッシュ〔市内在住の首がすわっ
た生後4か月頃から1歳未満の親子〕（親子で30人程度）
11月19日（火）　午前11時〜11時30分

要申込要申込11月6日（水）午前9時から電話にて予約を受け付けます。　
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月〜11か月のお子さんとその親〕
（親子で22人程度）
11月27日（水）　午後1時30分〜2時30分
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。

要申込要申込11月1日（金）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和子育て支援センター		☎444・7778

美和子育て支援センター
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児童館の利用について
児童館は、市内在住の児童やその保護者が自由に利用でき、児童に健全な遊びを提供し、その心身の健康を増進することを目的とした児童福祉施設です。
皆が集まる場所のため、他人への迷惑や危険な行為などはしないようにし、安全で安心な場所として過ごしていただけるようご協力をお願いします。

※〔　〕内は、各行事の対象者
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11
月
28
日

（木）　
午
後
3
時
30
分
〜

（
先
着
18
人
）

甚目寺中央児童館
☎442・8036

ちびっこあつまれ（運動あそび）

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
0
歳
〜
未
就
学
児

親
子
〕

「
音
楽
あ
そ
び
」と
誕
生
会

11
月
11
日

（月）　
午
前
10
時
30
分
〜

（
先
着
15
組
）

「
工
作
あ
そ
び
」

11
月
18
日

（月）　
午
前
10
時
30
分
〜

（
先
着
10
組
）

「
運
動
あ
そ
び
」

11
月
25
日

（月）　
午
前
10
時
30
分
〜

（
先
着
15
組
）

●
将
棋
を
し
よ
う〔
小
学
生
〕

11
月
11
日

（月）　
午
後
3
時
30
分
〜

●
コ
ア
ラ
教
室〔
2
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」

11
月
20
日

（水）　
午
前
10
時
30
分
〜

●
絵
本
と
と
も
だ
ち〔
小
学
生
〕

11
月
20
日

（水）　
午
後
3
時
45
分
〜

●
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う〔
小
学
生
〕

11
月
25
日

（月）　
午
後
3
時
30
分
〜

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
0
歳
〜
未
就
学
児

親
子
〕

「
音
楽
あ
そ
び
」と
誕
生
会

12
月
2
日

（月）　
午
前
10
時
30
分
〜

（
先
着
15
組
）

甚目寺南児童館
☎443・1753

ちびっこあつまれ
（赤十字奉仕団による幼児講座）
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●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
0
歳
〜
未
就
学
児
親
子
〕

「
音
楽
あ
そ
び
」

11
月
5
日

（火）　
午
前
10
時
30
分
〜

12
月
3
日

（火）　
午
前
10
時
30
分
〜

「
工
作
あ
そ
び
」

11
月
12
日

（火）　
午
前
10
時
30
分
〜

「
運
動
あ
そ
び
」

11
月
19
日

（火）　
午
前
10
時
30
分
〜

＊
工
作
あ
そ
び
の
み
先
着
15
人

●
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う〔
小
学
生
〕

11
月
11
日

（月）　
午
後
3
時
45
分
〜

（
定
員
12
人
）

要
申
込
10
月
28
日

（月）
〜

●
コ
ア
ラ
教
室〔
2
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
パ
ン
屋
さ
ん
」

11
月
14
日

（木）　
午
前
10
時
30
分
〜

●
い
ろ
い
ろ
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム〔
小
学
生
〕

11
月
14
日

（木）　
午
後
3
時
45
分
〜

（
定
員
20
人
）

要
申
込
10
月
31
日

（木）
〜

●
み
ん
な
で
飾
ろ
う〔
小
学
生
〕

11
月
25
日

（月）　
午
後
3
時
45
分
〜

材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
し
め
縄
作
り〔
小
学
生
〕

12
月
2
日

（月）　
午
後
3
時
45
分
〜

（
定
員
12
人
）

要
申
込
11
月
18
日

（月）
〜

●
ク
リ
ス
マ
ス
会【
満
3
歳
〜
未
就
学
児
親

子・小
学
生
】

12
月
14
日

（土）　
午
前
10
時
30
分
〜

（
定
員
30
人
）

要
申
込
11
月
30
日

（土）
〜
来
館
に
て
申
し
込
み

甚目寺北児童館
☎445・1367

新聞紙を使って

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
0
歳
〜
未
就
学
児

親
子
〕

「
運
動
あ
そ
び
」

11
月
6
日

（水）　
午
前
10
時
30
分
〜

12
月
4
日

（水）　
午
前
10
時
30
分
〜

「
工
作
あ
そ
び
」（
先
着
15
組
）

11
月
13
日

（水）　
午
前
10
時
30
分
〜

「
音
楽
あ
そ
び
」と
誕
生
会

11
月
20
日

（水）　
午
前
10
時
30
分
〜

●
け
ん
だ
ま
を
作
ろ
う〔
小
学
生
〕

11
月
6
日

（水）　
午
後
3
時
30
分
〜

（
先
着
15
人
）

11
月
6
日

（水）
以
降
も
行
い
ま
す
が
、材
料

が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

●
ダ
ー
ツ
を
し
よ
う〔
小
学
生
〕

11
月
20
日

（水）　
午
後
3
時
30
分
〜

●
コ
ア
ラ
教
室〔
2
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
赤
十
字
幼
児
安
全
法
」

11
月
28
日

（木）　
午
前
10
時
30
分
〜

●
お
は
な
し
な
あ
に〔
0
歳
〜
未
就
学
児
親

子・小
学
生
〕

11
月
28
日

（木）	　
午
後
3
時
30
分
〜

●
ク
リ
ス
マ
ス
会【
満
2
歳
〜
未
就
学
児
親

子・小
学
生
】

12
月
14
日

（土）　
午
前
10
時
30
分
〜

（
定
員
30
人
）

要
申
込
11
月
30
日

（土）　

午
前
10
時
30
分

〜
来
館
申
し
込
み

甚目寺西児童館
☎442・0083

ちびっこまつり

12月議会定例会
日程（予定）

11月27日（水）開会、議案説明
12月		4日（水）一般質問、議案質疑
12月		5日（木）一般質問、議案質疑
12月10日（火）総務文教委員会
12月11日（水）厚生委員会
12月12日（木）建設産業委員会
12月19日（木）討論・採決、閉会

開議時間　午前10時
※議会の傍聴を希望される方は、会議
当日に、市役所4階議会事務局受付ま
でお越しください。

※会議の日程は変更となる場合があり
ます。

問合先　議会事務局
☎444・3174　FAX444・4055

あま市市民活動センター

あまterrace便り
あま市市民活動センターの

情報発信ツールを紹介します!

その他、ニュースレターの発行や、LINEの配
信も行っています。

問合先　市民活動センター　☎445・1900	
info@ama-shiminkatsudo.jp

●ウェブサイト●
センター主催のイベント・講
座の案内、団体情報、助成金情
報などをご覧になれます。

●インスタグラム●
センターの最新情報や登録団
体の様子をお届けします。
フェイスブックからも同じ情
報をご覧になれます。

ウェブサイト
二次元コード

インスタグラム
二次元コード
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11月の予定
特定保健指導は、健康を見直すチャンスです!特定保健指導は、健康を見直すチャンスです!

あま市国民健康保険では、特定健診を受診した方のうち、生活習慣病等の発症リスクが高いと判断
された方へ「特定保健指導」をご案内しています。

セルフ体力チェックを体験できる教室や、個別の健診結果説明会など、ご自分に合ったものをお選
びいただけます。利用方法につきましては、郵送された案内をご確認ください。
※保健指導のご案内のため、市の保健師・管理栄養士が訪問させていただく場合があります。

めざせ　腹囲 -
マイナス

2cm・体重 -
マイナス

2kg
今年度から、特定保健指導は取り組みの成果を重視するようになりました。健康のために達成

したい目標が「マイナス2センチ・2キロ」です。
なぜ健診で腹囲を測るのか、ご存じですか?腹囲は内臓脂肪の量を表す指標で、基準値を超え

ることは、内臓脂肪が多いことを表します。生活習慣病を予防するためには、この過剰に蓄積し
た内臓脂肪を減らすことが大切なのです。

腹囲1cm・体重1kgを減らすには、7,000kcalを消費する必要があります。期間を決めて毎日
少しずつ積み重ねていけば、思ったよりも簡単に消費できますよ。

生活習慣をガラッと変えるのではなく、ちょっとしたことを組み合わせるだけでOKです。「これ
ならできそう」と思えることからチャレンジしてみてはいかがでしょうか。
※特定保健指導では、個人にあった減量方法等についてお伝えいたします。案内が届いた方は

ぜひご利用ください。

【令和5年度に利用された方の声と腹囲・体重の変化】

体重が少し減っただけで、体
調が良く感じます。

［腹囲 -
マイナス

1.0㎝、体重 -
マイナス

1.0㎏］

（教室に参加して）知らない事
も多く意識が変わった。

［腹囲 -
マイナス

5.0㎝、体重 ±
プラスマイナス

0㎏］
60代女性 60代男性

問合先　保険医療課（保健事業グループ）　☎462・6683　FAX443・3555

つまり・・・
➡1日あたり約156kcal

減らすことを目標に
腹囲1㎝=体重1㎏=7,000kcal
腹囲2㎝=体重2㎏=7,000kcal×2=14,000kcal
14,000 kcal÷90日（3か月）=約156kcal

毎日飲んでいる
コーヒーや紅茶を無糖にする
例:スティックシュガー（5g）1本×3杯分

=約60kcal減

今までより1日20分
プラスして歩く

例:体重65kgの人が10分間×2回ウォーキング 
=約100kcal消費

など
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あま市民病院だよりあま市民病院だより
心臓の病気、大丈夫ですか?

あま市民病院では、心臓CT検査が受けられます
心臓に栄養を送っている血管を冠動脈と言います。動脈硬化が原因で、冠動脈が狭くなった

状態を狭心症といいます。狭心症が悪化すると、冠動脈が完全に詰まって心筋梗塞という病名
になります。心筋梗塞は命に関わることもある怖い病気です。

胸痛などの症状のある方、高血圧、高脂血症、糖尿病、喫煙などの動脈硬化のリスクのある
方、血縁者に心筋梗塞の病気を持たれている方は、冠動脈の病気を心配する必要があります。

あま市民病院では、外来で行える心臓CT検査があります。この検査は、狭心症や心筋梗塞な
どの心臓の病気を早期発見するのに有効です。また、異常がなくても、心臓の状態を把握できる
ので安心です。

詳しくは、かかりつけ医に相談いただくか、直接当院にお問い合わせください。

提示した画像は、症状が心配で来院された患者さんの心臓CTの結果です。匿名を条件に画
像提供にご協力頂き、ありがとうございました。
≪循環器内科　担当医表≫

月 火 水 木 金
午前 富

とみなが

永 亀
かめたに

谷 青
あおやま

山 髙
たか

原
はら

（非常勤） 亀
かめたに

谷
午後 青

あおやま

山 亀
かめたに

谷 亀
かめたに

谷 富
とみなが

永 ー

あま市民病院　東海循環器疾患総合治療センター　センター長　亀
かめたに

谷 良
りょうすけ

介 
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11月の予定
介護予防教室（65歳以上の方が対象です。）

成人保健事業（40歳以上の方が対象です。）

予防接種事業

【問 合 先】 高齢福祉課地域包括支援センター　☎444・3159　FAX443・2571

【予約・問合先】甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461　七宝保健センター　☎441・5665　FAX449・1037　美和保健センター　☎443・3838　FAX443・3839

【申込・問合先】甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX	443・5461　七宝保健センター　☎441・5665　FAX	449・1037　美和保健センター　☎443・3838　FAX	443・3839

事業名 会　場 日　時 内容・その他

はつらつ
クラブ

七宝保健センター 7日（木）
午前10時〜11時30分

軽い体操に加え、口腔や栄養の講話を通じた介護予防のた
めの教室です。仲間と楽しみながら、元気に暮らせる心と
体を作りましょう。（坂牧コミュニティ防災センター、上萱
津コミュニティ防災センターは上履きが必要です。）
※予約は不要です。

坂牧コミュニティ防災センター 8日（金）
甚目寺保健センター 11日（月）
美和保健センター 20日（水）
上萱津コミュニティ防災センター 11日（月）午後1時30分〜3時篠田防災コミュニティセンター 14日（木）

事業名 会　場 日　時 内容・その他

健康相談
美和総合福祉センターすみれの里 11日（月） 午前9時30分〜10時30分 保健師による血圧測定

健康に関する相談
※予約は不要です。
※〇の日は、体組織計で体脂肪率や筋肉量、体内年齢などを測定できます。

人権ふれあいセンター 〇20日（水） 午前9時30分〜10時30分
森憩の家 20日（水） 午後1時30分〜2時30分
七宝老人福祉センター 〇25日（月） 午前10時〜11時

ワクワク
からだ教室

甚目寺保健センター 1日（金）
午前9時30分〜11時

体ほぐしや体操で筋肉を丈夫にして、転倒や骨折を予防す
る教室です。骨盤底筋群や自律神経などを整えます。
※予約は不要です。

七宝保健センター 15日（金）
美和総合福祉センターすみれの里 22日（金）

いきいき体操 七宝保健センター 火・木・金
（祝日は除く） 午後4時〜4時30分 DVDによる健康増進・体力向上のためのエアロビクス、あま体操

※予約は不要です。

事業名 集合場所 日　時 ウォーキングコース 内容・その他

ウォーキング
あま

上萱津コミュニティー
防災センター 13日（水）午前9時30分〜

11時30分頃
鎌倉街道コース
（4.4km）

申込受付は当日に行います。
雨などの天候による開催・中止の判断は、
当日午前8時30分に行いますので、甚目
寺保健センターにご確認ください。
※予約は不要です。
※リアルウォークアプリを体験できる
コースです。

事業名 集合場所 日　時 内容・その他

活き生き
歴史ミニ

ウォーキング
美和グラウンド東側駐車場
（美和文化会館北側） 20日（水）午前9時30分〜

11時30分

福島正則と菊泉院を訪ねて
コース（約3.0km）
※活き生き推進隊（健康づ
くりボランティア）による
のんびり、ゆっくりペース
のミニウォーキングです。
みんなと楽しく歩きましょ
う。

申込受付は当日に行います。
雨などの天候による開催・
中止の判断は、当日午前8時
30分に行いますので、甚目
寺保健センターにご確認く
ださい。
※予約は不要です。

事業名 会　場 内　容

各種個別
相談 甚目寺・七宝・美和保健センター

歯科衛生士による歯科相談、栄養士による栄養相談、保健師による健康相談、臨床心理士によ
る心の悩みに関する相談があります。（臨床心理士への相談は、甚目寺保健センターに電話を
してください。）	※予約制です。

事業名 電話番号 内容・その他
あま安心ダイヤル 0120・201・072 医師・看護師・保健師などによる健康についての電話相談です。24時間受付・年中無休・通話料無料です。

ワクチンの種類 持ち物
5種混合、ロタウイルス感染症、B型肝炎、小児の肺炎球菌感染症、BCG、麻しん及び風しん（MRワクチ
ン）、水痘（水ぼうそう）、日本脳炎、2種混合、ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症（子宮頸がん）、4
種混合、Hib（ヒブ）感染症、不活化ポリオ、3種混合

母子健康手帳、予防接種予診票、子ど
も医療費受給者証等

子どもの予防接種は遅らせずに、予定通り受けましょう。
【個別接種】あま市、津島市、愛西市、弥富市、海部郡内の指定医療機関にて接種してください。

・接種回数・間隔等詳しくは「あま市母子保健事業・予防接種年間予定表」をご覧ください。
・指定医療機関へ必ず接種前に予約をしてください。
・指定医療機関で接種できない方は、指定医療機関以外で接種できる場合があります。詳しくは保健センターにお問い合わせください。

愛知県広域予防接種事業について
疾病や里帰りなどの事情で区域外の医療機関にかかっている場合、愛知県内の広域予防接種協力医療機関で接種することができます。	

事前に手続きが必要ですので、詳しくは保健センターにお問い合わせください。

●予防接種健康被害救済制度について
予防接種では健康被害（病気になったり障害が残ったりすること）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、なくすことはで

きないことから、救済制度が設けられています。体調の変化等ありましたら、一度かかりつけ医にご相談ください。詳細につきましては、市
公式ウェブサイトをご覧いただき、申請される場合は、甚目寺保健センターにご相談ください。

【問合先】甚目寺保健センター　☎443・0005
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歯
の

座
講
康
健

母子保健事業のご案内

【申込・問合先】甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461　七宝保健センター　☎441・5665　FAX449・1037　美和保健センター　☎443・3838　FAX443・3839

事業名 会　場 日にち 受付時間 対象者 内容・その他

パパママ教室　　　　　甚目寺保健センター 16日（土） 午前9時15分〜
9時30分　　　　　　

妊婦及び配偶者
または

パートナー

講話・交流会・体験
（抱っこ体験、沐浴体験、お父さんの妊婦体験）
※定員あり

パパママ歯科
健診 甚目寺保健センター 28日（木） 午前9時15分〜

9時30分　　　　　　

歯科診察・相談、歯科医師による講話
※妊娠中期（16〜27週頃）までに受診されることを
お勧めします。

※予約申込みは2日前までにお願いします。

離乳食教室
（前期）

甚目寺保健センター

5日（火）

午前9時45分〜
10時

4〜6か月児

離乳初期（5〜
6か月頃）・中
期（7〜8か月
頃）の離乳食
の話、交流会

【予約方法】
メール申込（予約は8日前までにお
願いします。）
①件名に「〇月〇日参加申し込み」を
記入
②本文に「お名前・電話番号・託児利
用のお子さんのお名前・フリガナ・生
年月日・性別」を記入し、
下記アドレスにメール
送信してください。

rinyusyoku
@mama-plus.com

離乳食教室
（後期） 25日（月） 8〜11か月児

離乳後期（9〜
11か月頃）・
完了期（12〜
18か月頃）の
離乳食の話、
交流会

親子で遊ぼう!
歯っぴぃ教室 甚目寺保健センター 27日（水） 午前9時45分〜

10時 8〜11か月児
絵本の読み聞かせ、むし歯予防のお話・歯のお手入れ
の方法、親子遊びの話、交流会
※定員15人

子育て相談

七宝保健センター 6日（水）

午前9時30分〜
10時15分

乳幼児をもつ
希望者

身体計測・個別相談（母乳相談、栄養相談、歯科相談、
育児相談）
身体計測のみ希望の方は予約不要です。
※甚目寺保健センターの歯科相談は月曜日のみとな

ります。
※母乳相談は1日4名までになります。
※母乳相談ができるのは、1人月1回です。母乳相談
を希望される方は、タオルをご持参ください。

※身体計測時バスタオルを使用しますので、ご持参
ください。

美和保健センター 8日（金）

甚目寺保健センター
18日（月）

19日（火）

下記の事業は予約制です。

【その他】
●母子健康手帳の交付…甚目寺保健センター（予約不要・随時）、七宝・美和保健センター（要予約）にて行っております。	
妊娠届出書・個人番号（マイナンバー）を証明する書類・口座情報が分かるものをお持ちください。

●乳幼児健診（3〜4か月・1歳6か月・2歳児歯科・3歳）…健診日の2週間前を目途に対象の方に案内を送ります。	
対象・実施日については市公式ウェブサイトをご確認ください。
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11月の予定

飲酒と上手につきあえていますか?飲酒と上手につきあえていますか?
適度な飲酒量を知っていますか?過剰な飲酒は急性アルコール中毒になる可能性があります。また、
長期にわたって多量飲酒を続けると、お酒なしではいられず、アルコール依存症や生活習慣病、肝疾
患、がん等の疾病が発症しやすくなります。適正な飲酒量を守り、お酒と上手に付き合いましょう。

節度ある適度な飲酒量（適正飲酒量）は1日平均純アルコール約20g程度（女性は10g以下）
具体例　●ビール…中ビン1本　500ml　●日本酒…1合弱　180ml　●ワイン…2杯弱　200ml

●ウイスキー /ブランデー…ダブル60ml　●焼酎…25度100ml　●酎ハイ（7%）　1本　350ml缶

<お酒の影響を受けやすい3つの要因>
1.年齢 2.性別 3.体質

●高齢者は体内の水分量が減少。
→アルコールの影響が強く現れる。
●20歳代の若年者は脳の発達の途中

脳の発達の途中
→健康問題のリスクが高まる可能性。

●女性は一般的に男性と比べて体内
の水分量が少なく、分解できるアル
コール量も少ない。

→アルコールの影響を受けやすい。

●体内の分解酵素の働きの強弱など
が個人によって大きく異なる。

→顔が赤くなる、動悸や吐き気を引き
起こす可能性。

過度な飲酒による影響　〜アルコール依存症〜
アルコール依存症とは、大量のお酒を長期にわたって飲み続けることが主な原因で発症する精神

疾患の一つです。お酒をやめたくてもやめることが出来ず、飲む量をコントロールできなくなること
により、仕事や家庭など生活面にも支障が出てくることがあります。

アルコール依存症は「やめようと思ったらすぐやめることができる!」など、本人は自分が病気（依存
症）であることを認めたがらない傾向にあり、適切な相談や治療につながりにくいという問題を抱え
ています。また、治療を受けて一旦お酒をやめたとしても、飲酒をすると、また元の状態に戻ってしま
う為、お酒を飲まないことを続けていく必要があります。アルコール依存症からの回復には、本人が
治療に対して積極的に取り組むことはもちろん、家族をはじめ周囲の人のサポートがとても大切で
す。（引用:厚生労働省　健康に配慮した飲酒に関するガイドライン）

【問合先】健康推進課　甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461　
 七宝保健センター ☎441・5665　FAX449・1037

 美和保健センター ☎443・3838　FAX443・3839

健康応援トピックス健康応援トピックス

あなたの周りにアルコール依存症かもという方がいたら、周囲の方が専門機関に相談し、適
切なサポートの仕方を知ることから始めましょう。
アルコールに関する相談先
◇愛知県精神保健福祉センター　アルコール電話相談【電話】☎951・5015
◇津島保健所　アルコール専門相談【面接相談（要予約）】☎0567・26・4137
自助グループ
◇愛西断酒会（NPO法人愛知県断酒連合会）　【電話】☎090・4790・6538
（愛知県断酒連合会ホームページ https://aichi-danshu.jimdofree.com/）
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⑪月の平日夜間・休日診療 平日夜間診療・休日診療等のお問い合わせは、
下記までお尋ねください。

⑪月の休日診療<外科> 日曜日･祝日診療時間　午前9時~正午・午後1時~5時

海部東部消防署
☎442・0119

救急医療情報センター
☎263・1133

海部地区急病診療所
☎0567・25・5210

※午後5時以降は、消防署へお尋ねください。外科専門外の患者さんはお断りする場合があります。
日 病院名 電話 場所
3（日・祝）わたり整形外科 052・449・6699 あま市
4（月・振）脳神経外科のぞみクリニック 052・443・5533 あま市
10（日）やとみ整形外科スポーツクリニック 0567・65・5353 弥富市
17（日）服部整形外科皮フ科 0567・65・1200 弥富市

日 病院名 電話 場所
23（土・祝）つつみ整形外科クリニック 0567・97・0223 蟹江町
24（日）奥村クリニック 0567・22・2600 津島市

今月の相談案内 ~いろいろな相談をお受けします~
相談名 日時 場所 問合先

女性相談 月〜金曜日（祝日を除く）　午前9時〜午後4時 子ども福祉課 子ども福祉課　☎444・3173　FAX443・2571
※電話予約も受け付けます。母子家庭等相談・母子家庭等就業相談

教育相談（要予約） 月〜金曜日（祝日を除く）　午後1時30分〜4時 市内小中学校および
教育相談センター（甚目寺会館1階）

教育相談センター
☎443・1400　FAX443・9779
※予約受付時間（月〜金）
　午前9時〜午後3時心理支援相談（要予約） 毎週水・木曜日　午前9時〜午後4時 教育相談センター

行政相談 19日（火）　午前9時30分〜11時30分 市役所1階　相談室101 総務課　☎444・1711　FAX441・8330

心配ごと相談（予約不要）
担当:民生委員・児童委員

7日（木）　午前10時〜正午（受付午前11時30分まで）美和総合福祉センターすみれの里 あま市社会福祉協議会本所
（甚目寺総合福祉会館内）
☎443・4291
※予約受付　2週間前〜

（2週間前が休業日の場合は翌営業日）
※予約受付時間
　午前8時30分〜午後5時
※相続・登記相談は3営業日

前までの予約が必要です。

14日（木）　午前10時〜正午（受付午前11時30分まで）甚目寺総合福祉会館
21日（木）　午前10時〜正午（受付午前11時30分まで）七宝老人福祉センター

法律相談（要予約）※1
担当:弁護士

7日・21日（木）　午前10時〜正午 甚目寺総合福祉会館
14日（木）　午前10時〜正午 美和総合福祉センターすみれの里
28日（木）　午前10時〜正午 七宝老人福祉センター

相続・登記相談　担当:司法書士
（要予約:登記手続き上の相談に限る。なお、書類のチェックは行いません）

14日（木）　午前10時〜正午 七宝老人福祉センター
28日（木）　午前10時〜正午 甚目寺総合福祉会館

生活困窮者相談
月〜金曜日（祝日を除く）午前8時30分〜午後5時15分

（事前にお問い合わせください） 社会福祉課 社会福祉課
☎444・3135　FAX444･1074成年後見制度相談

子ども・若者総合相談

障がい児者相談 ※2 月〜金曜日（祝日を除く）午前8時30分〜午後5時15分
（事前にお問い合わせください）

美和総合福祉センターすみ
れの里

あま市社会福祉協議会美和支所障害相談支援事業所
☎446・0612　FAX443・3844

身体障がい者・知的障がい者
相談員による相談会※2 12日（火）　午前10時〜正午（受付午前11時30分まで）市役所1階　相談室101 障がい福祉課

☎485・5980　FAX444・1074
障がいのある方の就業相談（要予約） 7日・21日（木）　午後1時〜4時 市役所1階　相談室101 障がい福祉課　☎485・5980　FAX444・1074
あま市人権相談 15日（金）　午前9時30分〜正午 人権ふれあいセンター 人権推進課　☎444・0398　 FAX444･1074

巡回労働相談（要予約） ※3 14日（木）　午後1時〜4時
市役所1階　相談室101

商工観光課
☎441・7118　FAX441・8387

若年者就職相談（要予約） ※4 22日（金）　午後1時〜5時 津島地域若者サポートステーション
☎0567・69・4301

消費生活出張相談（要予約） 事前予約の際に日時・場所等を決めます。 海部地域消費生活センター
☎0567・23・0150

生活安全相談（要予約）※5 月〜金曜日（祝日を除く）　午前9時〜午後5時 危機管理課 危機管理課　☎444・0862　FAX441・8330
不動産相談（予約不要） 13日（水）　午後1時〜4時 市役所1階　相談室101 企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982
※1　相談を円滑に行うため、予約時に相談内容をお伺いします。なお、多くの方に利用していただくため、相談はお一人様年度内1回限りとさせていただきます。また同じ事案について、再度の予約や申込者を変更しての予約は受付できません。
※2　FAXによる問い合わせも受け付けています。（障がい児者相談:FAX443・3844、身体障がい者・知的障がい者相談員による相談会:FAX444・1074）
※3　巡回労働相談については、相談日の前日（開庁日）正午までの予約が必要です。
※4　事前予約が必要です。（当日の状況により利用できる場合があります。相談時間は、1人50分以内です）　※5　事前予約が必要です。（当日の状況により利用できる場合があります）
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11月　一般家庭ごみ収集日程11月　一般家庭ごみ収集日程
●可燃ごみ

お住まいの場所 収集日 搬出時間
名鉄津島線の線路の北側 毎週　月・木曜日 午前8時30分まで名鉄津島線の線路の南側 毎週　火・金曜日

●その他
・「リサイクルステーション」は、あま市立昭和保育園横で、毎日午前9時から午後5時まで（土・日曜・祝日含む。ただし、12月31日から
翌年1月3日までは除く）開設しています。

・ごみの分別と出し方のルールの詳細については、「令和6年度　あま市 ごみの分別と出し方のルール」冊子（窓口配布、市公式ウェ
ブサイト内公開）をご覧ください。

一般家庭から出る使用済み小型家電と水銀使用廃製品の回収にご協力ください
◆携帯電話・デジタルカメラ・ゲーム機、電動シェーバー等は、「リサイクルステーション」にて回収を行っていますので、ご利用ください。
※あま市指定不燃ごみ袋内に収納できる大きさのものであれば、不燃ごみ袋不要でそのまま出すことができます。ただし、収納で
きないものは「粗大ごみ」となります。

◆蛍光管等のうち、割れていないものは、一般の不燃ごみとして出さず、できるだけ「リサイクルステーション」に出すよう、ご協力をお願いします。

●プラスチックごみ
お住まいの場所 収集日 搬出時間
あま市内全域 毎週　水曜日（6・13・20・27日） 午前8時30分まで

●不燃ごみ　※不燃ごみの収集は、毎月1回です。
お住まいの場所 収集日 搬出時間

名鉄津島線の線路の北側 毎月　第2土曜日（9日） 午前8時30分まで名鉄津島線の線路の南側 毎月　第3土曜日（16日）
●資源ごみ

お住まいの場所 収集日 搬出時間
七宝地区 毎月　第2水曜日（13日）

午前9時まで美和地区 毎月　第3水曜日（20日）
甚目寺地区 毎月　第4水曜日（27日）

●粗大ごみ
申込先 受付時間

電話予約 粗大ごみ受付センター
☎444・0303

月〜金 午前9時〜午後7時
土・日・祝 午前9時〜午後5時

インターネット
予約

市公式ウェブサイトのトップページ上の「粗大
ごみ受付センター」アイコンをクリックして手
続き。

随時。申込完了画面に受付番号が表示されますので、メモなどで控
えてください。その後、電話予約受付時間内に予約完了メールが届き、
収集日をお知らせし、受付となります。

●ごみの出し方について ※可燃ごみ、プラスチックごみ、不燃ごみは必ず市指定ごみ袋に入れて出してください。また粗大
ごみは上記の予約と粗大ごみシールに必要事項を記入のうえ、貼り付けて出してください。

※あま市指定ごみ袋等取扱所により、全品（各種袋・シール）を取り扱っていない場合があります。
可燃ごみ

（白色半透明の袋）
一般的な廃プラスチックごみ、少しでも汚れているプラスチック製容器包装類はすべて「可燃ごみ」
で出してください。

プラスチックごみ
（ブルー半透明の袋）

「プラマーク」入りで、全く汚れていないプラスチック製容器包装だけ「プラスチックごみ」で出して
ください。

不燃ごみ
（ピンク半透明の袋）

袋に入る廃小型家電（乾電池類は資源ごみ）、ガラス製品、陶磁器類、金属類及びそれを含むごみです。
汚れたプラスチック、ビニール、合成樹脂製品は、「可燃ごみ」で出してください。
※不燃ごみにスプレー缶やカセットボンベなどの資源ごみや、消火器、ガスボンベ、コンクリート塊、バッテリーなどの

市で収集できない処理困難物が混在していることがあります。ごみ収集車や清掃工場の火災や故障の原因になる恐れ
があり、大変危険ですので、絶対に不燃ごみで出さず、決められたルールに従って処分してください。

※「リチウム蓄電池」内蔵製品は、不燃ごみでは収集できません。
●使用済み小型家電、水銀使用廃製品の回収にご協力ください。

資源ごみ
（ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、

乾電池類、ライター類）

○「ビン」は従来どおり、無色透明、茶色、その他の色に分別してください。
※ふたは外してください。　※化粧品の空きビンも出せます。
※出せるのは、元々中身入りで販売されたガラスビンのみです。それ以外の一般的なガラス製品

や陶磁器、乳白色ガラス等は出せません。これらはすべて不燃ごみで出してください。
○「カン」はアルミ、スチールに分別する必要はありません。
○「ペットボトル」は、ふたを外して出してください。

※ラベルをめくる必要はありません。
○「ビン、カン、ペットボトル」はいずれも、中身を空にしてそのまま出してください。
○紙類はひもで十文字に縛ってください。細小の雑がみは紙袋に入れて出してください。ファイル
にとじてある場合は、中の紙類のみ出してください。布類はポリ袋（色は自由）に入れて出してく
ださい。布団、枕、座布団などのわた製品やじゅうたん、カーペットは、可燃ごみか、粗大ごみで出
してください。

○「スプレー缶・ガス缶、ライター類」は、完全に使い切ってから出してください。
※穴を開ける必要はありません。

●ごみステーションに設置されるそれぞれの分別回収かご等へ出してください。

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX445・3856
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暮らしのカレンダー 11月

【今月の表紙】
8月7日（水）・8日（木）に市内中学生の代表10人が平和体験学習として、平和推進事業の先進地である広島県広島市を訪れました。
生徒の皆さんにとって戦争の悲惨さや平和の尊さについて深く学ぶ大変貴重な機会となりました。【関連ページ　2・3ページ】

sun	 日 mon	 月 tue	 火 wed	 水 thu	 木 fri	 金 sat	 土

29
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●パソコン・スマホ・
タブレット相談室
〈甚目寺公民館〉→p32

3文化の日

10
●伝統文化映画会
「呉須三昧　近藤悠三
の世界」
〈七宝焼アートヴィレッ
ジ〉→p29

17

24
●七宝焼体験教室特
別企画「シマエナガの
七宝ペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッ
ジ〉→p29

4振替休日
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

11
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

18
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

25
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）
●パソコン・スマホ・
タブレット相談室
〈美和歴史民俗資料館〉
→p32

5
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）

12
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●もこもこのおはなし会
〈美和図書館〉→p32

19
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●七宝焼体験教室特
別企画「シマエナガの
七宝ペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッ
ジ〉→p29

26
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●もこもこのおはなし会
〈美和図書館〉→p32

6
プラスチックごみ
●パソコン・スマホ・
タブレット相談室
〈七宝公民館〉→p32

13
プラスチックごみ
資源ごみ（七宝地区）
●パソコン・スマホ・
タブレット相談室
〈甚目寺公民館〉→p32

20
プラスチックごみ
資源ごみ（美和地区）
●七宝焼体験教室特
別企画「シマエナガの
七宝ペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッ
ジ〉→p29

27
プラスチックごみ
資源ごみ（甚目寺地区）

7
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）
●読書会
〈美和図書館〉→p32

14
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）
●子どもの本の会
〈美和図書館〉→p32

21
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）
●七宝焼体験教室特
別企画「シマエナガの
七宝ペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッ
ジ〉→p29

28
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

1
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）

8
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●図書館長とくるま
座になって話そう！
〈美和図書館〉

15
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●語りの会おはなし
ペロリ
〈美和図書館〉→p32
●認知症予防講座
〈美和文化会館〉

22
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）

2
●この本だいすきの会
　のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉→p32

9
不燃ごみ（名鉄津島線の線路
の北側）
●伝統文化映画会
「呉須三昧　近藤悠三の世界」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
→p29
●グー・チョキ・パーのおは
なし会
〈美和図書館〉→p32
●おどうぐばこのかみしばい
〈甚目寺公民館〉→p32

16
不燃ごみ（名鉄津島線の線路
の南側）
●お楽しみおはなし会
〈美和図書館〉→p32
●この本だいすきの会のよ
みきかせ
〈甚目寺公民館〉→p32
●七宝焼体験教室特別企画
「シマエナガの七宝ペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
→p29
●パソコン・スマホ・タブレ
ット相談室
〈七宝公民館〉→p32

23勤労感謝の日
●七宝職人さん大集合
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
→p29
●この本だいすきの会のよ
みきかせ
〈甚目寺公民館〉→p32

30
●この本だいすきの会のよ
みきかせ
〈甚目寺公民館〉→p32
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市公式ウェブサイト マチイロ
スマートフォンの
無料アプリ
（マチイロ）で
広報あまが
閲覧できます。
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